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序

本書は、県営農地保全整備事業 (船引地区)に伴い、平成 7年度及び 8年度事業地で

実施した白ヶ野第 10第 4遺跡の調査報告書です。

白ヶ野第 1遺跡では、約 1万年も続いた縄文時代の資料が数多 く確認され、なかでも

幾何学的な文様が特徴の曽畑式土器は、県内ではあまり出土しない貴重な土器です。ま

た、白ヶ野第 4遺跡では、縄文時代早期の資料が確認され、特に石製の腕輪は当時の

人々の精神文化や暮らしの様子を知る大きな手がかりとなるでしょう。

今後、これらの成果が、考古学研究の学術資料や社会教育及び学校教育の資料 として

広 く活用され、埋蔵文化財保護への理解につながれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたり、多大なご協力を頂きました船引

土地改良区をはじめとする地元の皆様に対し、心より厚 くお礼申し上げます。

平成16年 3月

清武町教育委員会

教育長 湯 地 敏 郎



例  言

1。 本書は、県営農地保全整備事業 (船引地区)に伴う、白ヶ野第 10第 4遺跡の発掘

調査報告書である。

2。 図面の作成は伊東但、井田篤

が行った。

3.遺物・図面の整理は清武町埋蔵文化財センターにて、伊東、井田、秋成雅博、冨田
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知和 (宮崎大学学生)、

が行った。
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研究所に委託した。尚、分析結果の詳細については、当報告書本文後に掲載してい

る。

5。 本書に使用した写真は伊東・井田が撮影を行い、空中写真についてはいスカイサー

ベイに委託したも

6.本書に使用した記号は次のとおりである。SI:集石遺構 SC三 土坑

7。 本書に使用した方位は第 1図 ・第 2図が磁北で、その他は真北である。尚、レベル

は海抜絶対高である。
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森田浩史、金丸武司 (田野町教育委員会) 白岩修 (木城町教育委員会)
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次目

第 1章  はじめに

第 1節 調査に到る経緯

第 2節 調査の組織

第 2章 調査の概要

(1)集石遺構

第 1節 遺跡の位置 と環境

第 2節 周辺遺跡について

第 3章  白ヶ野第 1遺跡

第 1節 調査過程について

第 2節 基本土層について

第 3節 遺構について

(2)土坑

第4節

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

第 4節

縄文土器

包含層出土の遺物について

弥生時代以降の土器

第 4章 白ヶ野第 4遺跡

第 1節 調査過程について

第 2節 遺構について

石器

第 5節  まとめ

(1)土坑

(2)集石遺構

第 3節 包含層出土の遺物について

縄文土器

石器

まとめ

自然科学分析調査報告書い古環境研究所 75-89

6

6

9

14

21

39

41

47

54

56

56

61

69

71

調査抄録 90



第1図

第2図

第3図

第4図

第5図

第6図

第7図

第8図

第9図

第10図

第11図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

包含層出土石器実測図 (1)(2/3)

包含層出土石器実測図 (3)(2/3)

自ヶ野第 4遺跡基本土層図 (1/30)

第31図 SI-1,2,3,4,5実 測図 (1/30)

第32図  SI-6,8,9実 測図 (1/30)¨ ………………………………・・………

第33図 包含層出土縄文土器実測図 (1)(1/3)・ …………………

第34図 包含層出土縄文土器実測図 (2)(1/3)・ …………………

第35図 包含層出土縄文土器実測図 (3)(1/3)・ …・・:… …………

挿 図 目 次

遺跡周辺地形図 (1/3000)

白ヶ野第1遺跡基本土層図―谷地形― (1/30)… ……………

白ヶ野第1遺跡基本土層図―平坦部― (1/30)… …………・

白ヶ野第1遺跡遺物及び遺構分布図 (1/800)・……  ̈7

SI-1,2,3,4,5,6多 赳淑1図](1/30)¨ ¨̈ ……・・̈……………………

SI-7,8,9,10,11,12,13実 測図 (1/30)・ …………………………・

SC-40出土遺物 (1/3)・ …̈…………………………………・…・

SC-71,106,40,45,77・ 78,28・ 29,27実測図 (1/40)… …………

SC-58,48,59・ 60,107,24・ 25,43,51,46実 沢J図 (1/40)・ ¨̈・・̈

包含層出土縄文土器実測図 (1)(1/3)… …………………

包含層出土縄文土器実測図 (2)(1/3)・ …………………

包含層出土縄文土器実測図 (3)(1/3)・ …………………

包含層出土縄文土器実測図 (4)(1/3)・ ………・…・……

包含層出土縄文土器実測図 (5)(1/3)… ………………・

包含層出土縄文土器実測図 (6)(1/3)… ……………・…・

包含層出土縄文土器実測図 (7)(1/3)… …………・……

包含層出土縄文土器実測図 (8)(1/3)… …………………

包含層出土縄文土器実測図 (9)(1/3)… ………………・

包含層出土縄文土器実測図 (10)(1/3)・ …………………

包含層出土縄文土器実測図 (11)(1/3)… ………………・

包含層出土弥生時代以降遺物実測図 (1)(1/3)・ ………

包含層出土弥生時代以降遺物実測図 (2)(1/3)・ ………

3

5

6

6

・ 8

10

11

14

15

16

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

40

41

42

43

44

45

54

55

56

57

58

62

63

64

第36図 包含層出土縄文土器実測図

第37図 包含層出土縄文土器実測図

第38図 包含層出土石器実測図 (1)

第39図 包含層出土石器実測図 (2)

(4)(1/3)

(5)(1/3)

(2/3)¨ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ………………・

(2/3)

65

66

70

71

表 目 次

第 1表 周辺遺跡一覧表 (既調査)・ ………………………………………4

第 2表 白ヶ野第 1遺跡集石遺構観察表 …………………………………。9

第 3表 白ヶ野第1遺跡土坑観察表 (1)・……………………………・・17

第 4表 白ヶ野第 1遺跡土坑観察表 (2)・………………・……………。18

第 5表 白ヶ野第1遺跡土坑観察表 (3)・…………・…・……・…………19

第 6表 包含層出土縄文土器観察表 (1)・……………………………・・34

第 7表 包含層出土縄文土器観察表 (2)… …・…・………・………………35

第 8表 包含層出土縄文土器観察表 (3)・………・……・……・…………36

第 9表 包含層出土縄文土器観察表 (4)… ……………・…………・…・37

第10表 包含層出土縄文土器観察表 (5)・………………・……………・38

第11表 包含層出土弥生時代以降遺物観察表 ……………………………・39

第12表 包含層出土石器計測表 ………・…・……・…・…………………・…・46

第13表 白ヶ野第 4遺跡集石遺構観察表 …………………………………・58

第14表 包含層出土縄文土器観察表 (1)・………・…………… …̈……67

第15表 包含層出土縄文土器観察表 (2)… …………………………・…・68

第16表 包含層出土石器計測表 ……………・…………………………・…・69



図版 1

図版 2

図版 3

図版 4

図版 5

図版 6

図版 7

図版 8

図版 9

図版10

図版11

図版12

図版13

図版14

図版15

図版16

図版17

図版18

図版19

図版20

図版21

図版22

図版23

図版24

図版25

図版26

図版27

図版28

図版29

図版30

図版31

図版32

図版33

図 1板 34

図版35

白ヶ野第1遺跡 (平成 7年度調査区)・ ………………・……・

白ヶ野第1遺跡 (平成8年 度調査区)・ ………………………

白ヶ野第1遺跡基本土層 ………………………………………・

SI-1

SI-2

SI-3

SI-4

SI-5

SI-6

SI-7

SI-8

SI-9

SI-10

SI-11

SI-12

SI-13

SC-40出土遺物…………………………………………………・

SC-40・・̈ ¨̈ …̈…………・・̈ ………………・・̈ ・̈・̈……………………………・

SC-28・ 29¨ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ …̈………………・

SC-45・ ………………………………………………………………………・

SC-43・ ……………………………………………………………………・・

SC-27・ ¨……………………・・̈ ¨̈ …̈…・・̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ …………………………

SC-51-¨ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ……・・̈ ……………・・・・̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ ¨̈ …………・

SC-106・ …………………………………………………………………・

SC-59・ 60¨ ¨̈ ¨̈ ¨̈・・…………………………・・̈………・=・

¨̈ ¨̈ ………

包含層出土縄文土器 (1)・……………………………………

包含層出土縄文土器 (2)・………………・…・………………

包含層出土縄文土器 (3)・…………・………・………………

包含層出土縄文土器 (4)… …・…・……………………………

包含層出土縄文土器 (5)・……・……・…・………………………

包含層出土縄文土器 (6)・…・………・………………………・…

包含層出土縄文土器 (7)・……………………………………

包含層出土縄文土器 (8)… ………………………… …̈……

包含層出土縄文土器 (9)・………………・…………… …̈…

包含層出土縄文土器 (10)・ …・………・…・………………………

12

12

12

12

12

12

12

13

13

13

13

14

20

20

20

20

20

20

48

48

49

49

50

50

50

目

図版36

図版37

図版38

図版39

図版40

図版41

図版42

図版43

図版4

図版45

図版46

図版47

図IIn48

図耀 9

図版50

図版51

図版52

図版53

図版54

図版55

図版56

図版57

図版58

図版59

図版60

図 1板 61

図版62

図版63

図版64

図版65

次

包含層出土縄文土器 (11)……………………………………・

包含層出土弥生時代以降遺物 (1)・…………………………

包含層出土弥生時代以降遺物 (2)・…………………………

包含層出土弥生時代以降遺物 (3)

包含層出土石器 (1)

包含層出土石器 (3)

自ヶ野第 4遺跡全景

SC-1・ 2検出……………………………………………………

SC-1。  2・ ¨̈ …̈………………・・……………………̈ ¨̈ …̈…………………

白ケ野第 4遺跡集石群 …………………………………………・

SI-3

SI-2①

SI-2②

SI-2③

SI-4

SI-5

SI-6

SI-8

SI-9

51

52

52

52

52

53

53

53

59

59

59

60

60

60

60

60

60

73

73

73

包含層出土縄文土器

包含層出土縄文土器

包含層出土縄文土器

包含層出土縄文土器

包含層出土縄文土器

包含層出土縄文土器

包含層出土石器 (1)

・…………………………………… 72

・̈・̈・・・……・̈ ……・̈・̈ ・̈̈ ・̈・……・̈   72

・̈・̈・………・̈ ¨̈ ・̈・……・…・̈・……・-  72

・̈・̈ ・̈・̈・̈・…・̈・̈ ・̈ ・̈・・・・̈・・・・̈   73

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)



第 1 章 はじめに

第 1節 調査 に到 る経緯

平成7年度より実施されている県営農地保全整備事業 (船引工区)に伴い、事業区に

自ヶ野第10第 4遺跡の一部が含まれることが明らかになった。遺跡の取り扱いについ

て、宮崎県教育委員会、宮崎県中部農林振興局、船引地区土地改良区、清武町教育委員

会等関係各局で協議したところ、やむを得ず削平などにより遺跡の現状保存が困難な事

業区については、宮崎県中部農林振興局の委託を受け清武町教育委員会が発掘調査を実

施することとなった。調査期間は、白ヶ野第1遺跡が平成7年 11月 22日 から平成 8年 3

月14日 、及び平成 8年 7月 22日 から平成 8年 12月 28日 、自ヶ野第4遺跡が平成 8年 7月

22日 から平成8年 11月 10日 である。また、調査面積は白ヶ野第1遺跡が17,200だ、自ヶ

野第4遺跡が1,900」 である。

第 2節 調査の組織

調査の組織は、次のとおりである。

調査主体  清武町教育委員会

発掘調査

《平成 7年度》

事 務 局

教  育  長

教 育 次 長

社会教育課長

社会教育兼文化係長

社会教育課主事

調 査 員

社会教育課主事

《平成 8年度》

事 務 局

教  育  長

教 育 次 長

社会教育課長

同課長補佐兼文化係長

社会教育課主任

調 査 員

社会教育課主任

社会教育課嘱託

黒 崎

岩 切

谷 口

長 友

伊 東

伊 東

改 司

哲

忠 誓

員 一

但

但

改 司 (～平成 8年 9月  )

敏 郎 ( 平成 8年 10月 ～
)

忠 誓

輝 利

兼 雄

健

但

篤

黒 崎

湯 地

谷 口

戸 高

落 合

川 越

東

田

伊

井
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整理作業   *整理作業は清武町埋蔵文化財センターで実施した。

《平成15年度》

教  育  長

教 育 次 長

社会教育課長

社会教育課文化係長

社会教育課主任

社会教育課主事

湯 地 敏 郎

古 城 員 久

川 越 繁 美 (～平成15年 6月  )
松 元 一 夫 ( 平成15年 7月 ～)

伊 東   但

井 田   篤

秋 成 雅 博

第 2章 調査の概要

第 1節 遺 跡 の位 置 と環 境

清武町が位置する宮崎平野南西部は、鰐塚山系から連なる丘陵と侵食の進行したシラ

ス台地が展開し、その間を大淀川、清武川、加江田川などが東流し日向灘へ注いでいる。

台地縁辺の崖面や侵食小谷には数多 くの湧水地が見られ、遺跡が立地するための好条件

が備わっている。

白ヶ野第 1遺跡は、町内を流れる清武川の左岸標高約90mの シラス台地上に位置し、

自ヶ野第 4遺跡はその白ヶ野第 1遺跡を見下ろす標高約100mの丘陵上に位置する。

また、自ヶ野第 1・ 第 4両遺跡は、清武町の北西部船引地区に所在する。船引地区は、

鎌倉時代初期に作成された『建久の図田帳』にもその名がみられる歴史の古い地区で、

県の無形民俗文化財に指定されている “船引神楽"がいまもなお継承され、国の天然記

念物である樹齢約900年の “清武の大クス"が地区の人々の生活を見守 り続けている。

第 2節 周 辺 遺 跡 につ い て

白ヶ野第 10第 4両遺跡周辺では、昭和60年代以降県営農地保全整備事業 (時屋地区)

や東九州自動車建設などの大規模公共事業が幾つか実施され、それらの事業に伴う発掘

調査も毎年のように行われている。

これらの発掘調査においては、旧石器時代から近世にいたるまで幅広い時期の遺構や

遺物が確認されているが、特に縄文時代早期の資料については質・量ともに充実した内

容となっている。

現在は各遺跡での整理作業・報告書作成作業が進行中であるが、このように同一台地

上で多数の発掘調査が実施されるケースは県内でも稀であり、今後は台地全体を視野に

入れた資料の総合的な整理が必要であろう。
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第 1図 遺跡位置図 (1/50000)
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第 1表 周辺遺跡一覧表 (既調査)

遺 跡 名
調査
主体

調査
原因

所 在 地
主な

時代・時期
主  な

構

主  な
菫退 物

1 (生 目)上の原遺跡
県

宮崎市

農地整備

関係
宮崎市大字細江字時雨柳迫

旧石器

縄文 (早 )

集石遺構 旧石器・縄文 (早 )土器

椎屋形第 1遺跡
県

宮崎市

農地整備

関係
宮崎市大字細江字椎屋形

早文

生

縄

弥

掘建柱建物・竪穴式住居

集石遺構

縄文 (早 )土器

弥生土器

椎屋形第 2遺跡
県

宮崎市

農地整備

関係
宮崎市大字細江字椎屋形 縄文 (早 )

集石遺構

炉穴
縄文 (早 )土器

上の原第 1遺跡 県
農地整備

関係
清武町大字船引字上の原

縄文・弥生

古墳

竪穴式住居

土器埋納土坑

縄文 (早)土器

弥生土器

5 上の原第 2遺跡 県
農地整備

関係
清武町大字船引字上の原

旧石器・縄文 (早 )

近世

土坑・掘建柱建物

竪穴式住居・集石遺構

旧石器・縄文 (早 )土器

縄文土器

6 上の原第 3遺跡 県
農地整備

関係

清武町大字船引字上の原

宮崎市大字細江字時雨柳迫

旧石器・縄文 (早 )

古墳

竪穴式住居

集石遺構

縄文 (早 )土器・須恵器

土師器・鉄鏃

7 上の原第 4遺跡 県
農地整備

関係

清武町大字船引字上の原

宮崎市大字細江字時雨柳迫

生

墳

弥

古
弥生土器

自ヶ野第 2遺跡 県
高速道路

建設

清武町大字船引字上の原

宮崎市大字細江字時雨柳迫

文

代

縄

古

土坑・竪穴式住居(竃付き)

集石遺構

縄文 (早)土器・縄文土器

土師器

自ヶ野第3遺跡 県
高速道路

建設

清武町大字船引字上の原

宮崎市大字細江字時雨柳迫
縄 文

土坑

集石遺構
縄文 (早 )土器・縄文土器

滑川第 1遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字船引字滑川

縄文 (早 )

古代

土坑

集石遺構
縄文 (早 )土器

滑川第 2遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字船引字滑川

旧石器

縄文 (早 )

礫群・集石遺構
旧石器

縄文 (早)土器

滑川第 3遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字船引字滑川

旧石器

縄文 (早 )

落とし穴

集石遺構

旧石器

縄文 (早 )土器

山田第 1遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字月告引字山田 縄文 (早 ) 集石遺構 縄文 (早)土器

山田第 2遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字船引字山田 縄文 (早 )

炉穴 。落とし穴

集石遺構
縄文 (早 )土器

坂元遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字船引字坂元 縄文 (早 )

炉穴

集石遺構
縄文 (早)土器

上猪ノ原遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字月合引字上猪ノ原

旧石器・縄文 (早 )

古代

掘建柱建物 。炉穴

集石遺構 。道路状遺構

旧石器・縄文 (早 )土器

土師器

下猪ノ原遺跡 清武町
農地整備

関係
清武町大字船引字下猪ノ原

旧石器・縄文 (早 )

古代

道路状遺構・土坑墓

集石遺構 。礫群

旧石器・縄文 (早 )土器

鉄鏃

権現原第 1遺跡 県
高速道路

建設
清武町大字船引字権現原

縄文・弥生

古墳 。古代

竪穴式住居

集石遺構

縄文土器・弥生土器

土師器・陶器

権現原第 2遺跡 県
高速道路

建設
清武町大字場合引字安ヶ野 縄文 (早 ) 集石遺構

縄文 (早 )土器

縄文 (早)石器

杉木原遣跡 県
高速道路

建設
清武町大字今泉字杉木原

旧石器

縄文 (早 )

土坑

集石遺構

旧石器

縄文 (早 )土器

下星野遺跡 県
高速道路

建設
清武町大字今泉字星野原

旧石器・縄文・弥生

古墳。古代。中世

溝状遺構・竪穴式住居

集石遺構

石器・縄文土器

弥生土器・土師器

永ノ原遺跡 県
高速道路

建設
清武町大字今泉字永ノ原

旧石器・縄文 (早 )

古代

土坑・掘建柱建物

竪穴式住居・集石遺構

細石器・縄文土器

弥生土器

竹ノ内遺跡 県
高速道路

建設関連
清武町大字今泉字竹ノ内

旧石器・縄文

古代・中世・近世

溝状遺構・掘建柱建物

竪穴式住居・集石遺構

旧石器・縄文土器

土師器・陶磁器・岩偶

須田木遺跡
県

清武町

工場建設

関連
清武町大字加納字須田木

縄文 (早 )・ 弥生

古墳・古代

竪穴式住居・土坑

集石遺構

縄文 (早 )土器・弥生土器

土師器

辻遺跡 清武町
工業団地

造成
清武町大字木原字辻

縄文

弥生 。古墳
集石遺構

縄文土器・土師器

須恵器

若宮田遺跡 清武町
農協施設

建設関連
清武町大字木原字若宮田 縄 文

縄文土器

土師器

-4-



第 2図 遺跡周辺地形図 (1/3000)
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第 3章 白ヶ野第 1遺跡

第 1節 調査過程について

調査前の協議において、開発側に対しできるだけ遺跡に影響の少ない工法での工事を

打診したところ、大別して 3つある文化層のうち最下位と中位の文化層の下部は工事の

影響を受けずにすむこととなった。調査は基本的には文化層ごとに進行したが、調査区

が現代の耕作による削平を受け(1)層 から18)層 まで様々な層が既に露出する状況であった

ため、長時間調査が必要な遺構については、他の文化層と同時に調査を実施した。

第 2節 基本土層について

まず遺跡の旧地形の復元を試みた結果、調査区は中央部の小規模な谷地形とそれを囲

む平坦部とに大別できた。そこで平坦部・谷部の数箇所で土層の確認を行ったところ、

谷部では第 3図、平坦部では第 4図 という堆積状況が確認された。この両堆積状況は(6)

層まではほぼ同じ状況であるが、(7)層 以下では異なった様相を呈していた。その注目す

べき点としてまず挙げられるのは、(71層 すなわち “桜島薩摩テフラ"の存在である。こ

の火山灰は平坦な地形の調査区ではほとんど確認することができず、堆積の厚い谷地形

のみで明瞭なJ犬態で確認することができる。これは近隣の遺跡でもみられる状況で、こ

の地域に堆積したこの火山灰の厚みを物語っている。次に挙げられるのは(8)層 からα劾層

までの状況である。谷部で(9)層 がおこし状に堆積 してお り、これはなんらかの原因で

“霧島小林軽石層"が二次堆積 したのであろうが、他ではほとんど見ることのない堆積

状況である。

*こ の後文章及び表などで使用する土層番号は第 3図の番号参照。

1  暗褐色土層

2  茶掲色土層

3  茶褐色土層

4(1)橙色火山灰層

4(2)橙色軽石層

5  黒掲色硬質土層

6  黄褐色土層

フ  黄自色火山灰

8(1)暗褐色土層

8(2)灰褐色土層

9(1)灰褐色軽石層

9(2)黒褐色土層

10(1)灰掲色軽石層

(1)10(2)黒 褐色土層
(7)、 11  赤褐色土層

10(2)

耕作土

霧島高原スコリアを多く含む

2と 同質だがスコリアが少なめ

アカホヤ火山灰層

米粒大の軽石層

桜島嫁坂軽石を含む

褐色土がブロック状に混じる

桜島薩摩テフラ

硬質、クラックに 6が入り込む

9(1)のパミスが混 じる

霧島小林軽石層

9(1)・ 10(1凛 り粒が細かい

霧島小林軽石層

9(1)・ 10(1凛 り粒が細かい

9(2)010(2)と 同質、鉄分を含
んだように赤化

暗灰色土層  シル ト質で少し粘性を帯びる

白灰色土層  シル ト質で粘性を帯びる

黒灰色土層  シルト質で粘性を帯びる腐植土層

自色シルト質層 姶良入戸火砕流堆積物

0           1(m)

４
鯰

２

３

４

５

第 3図  白ヶ野第 1

-谷地形―
遺跡基本土層図

(1/30)
第 4図 白ヶ野第 1遺跡基本土層

図―平坦部― (1/30)

4、(2)  4(1)

旦 1而
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囲 ・…集石遺構

■…:土 玩
● 0-3層 出土遺物

・  …・506層出土遺物

魯 … 08層 出土遺物

※出土層位については、第 3図
層位番号を参照

第 5図 白ヶ野第 1遺跡遺物及び遺構分布図 (1/800)

-7-8-



第 3節 遺構について

(1)集石遺構

集石遺構は、似かよった特徴を持った集石遺構が 5基 まとまっているグループ IA

グループ (SI-1～SI-5)| と、大型の集石遺構 2基の周 りを小型の集石遺構 4基

が囲むグループ IBグループ (SI-7～ SI-12)|、 そして単独で 2基 (SI-6・ 13)、

計13基確認されており、すべてが縄文時代早期のものである。

Aグルァプの 5基は、礫の充填状況が密で掘 り込みの形状がボール状である点はよ

く似ているが、配石の有無については “持つもの"“持たないもの"いずれのケース

も確認されている。

また、Bグループについては、大型の 2基の集石遺構が礫の充填状況が密でV字型

の深い掘 り込みを持つもので、小型の 4基の集石遺構は礫が極めて疎らで浅皿状の掘

り込みを持つものであった。ただし、Bグループについては、現代耕作による削平及

び撹乱を受けていたため、残存状態は良好とは言えない状況であった。

SI-6については、浅皿状の掘 り込みを持ち礫が疎らのものであったが、放射性炭

素年代測定の結果、使用時期がAOBグ ループよりも500～ 600年程下ることが明らか

となった。またSI-13については、縄文時代早期の文化層を部分的に調査した範囲で

検出されたため、周囲の状況を含めて検証することができなかった。

第 2表 白ヶ野第 1遺跡集石遺構観察表

NO 検出面 時期
・４

代

Ｃ

年

鋼
酪
ｍ＞

礫

の
＜

総礫数

(個 )

総重量

(kg) 黎羮＜ｋｇ＞
込

無

掘

有

上端
直径
(m)

掘込み
の深さ

(m)

礫
姉
Ｍ

石

無

底

有

炭化物

有無

SI-1 ⑥ 早期 有 1 極密 征
¨

有

SI-2 ⑥ 早期 8330 1 有 1 極密 有 有

SI-3 ⑥ 早 期 1 有 1 極密 缶
¨

炭化粒のみ

SI-4 ⑥ 早期 8230 有 極密 有 有

SI-5 ⑥ 早期 1 有 極密 有 炭化粒のみ

SI-6 ⑥ 早期 7750 有 密 征
ヽ

有

SI-7 ③ 早期 8210 2095 有 極密 缶
¨

有

SI-8 ③ 早期 1521 26615 有 極密 鉦
（

炭化粒のみ

SI-9 ③ 早期 有 極疎 征
ヽ

炭化粒のみ

SI-10 ③ 早期 1 有 極疎 缶
ヽ

炭化粒のみ

SI-11 ③ 早期 0.55 有 極疎 缶
¨

炭化粒のみ

SI-12 ③ 早期 有 極疎 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-13 ⑥ 早期 有 疎 征
¨

炭化粒のみ

*検出面については、第 3図 (P6)の層位番号を参照
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恣 〇

L=84.60(m)一
L=84.60(m)

L=85.20(m)

Si-2

Sl-4

SI-1、 2、 3、 4、 5、 6実測図 (1/30)

0           1(m)

0 ①
L〓84.70(m)

%移 効 F ′ F、

L=85.20(m)

第 6図
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の
コ

。

L=85.40(m)   S:-9

L=85.50(m)

SI-8

第 7図 Si― ア、 8、 9、 10、 11、

L=85.60(m) L〓85.60(m)

L=85“ 60(m)

o          l(m)

12、 13実測図 (1/30)

〇

一

出 ∞Ψ

O⑮霰 Z
Sトー12

Sl-11
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図版 2 白ヶ野第 1遺跡 (平成 8年度調査区)

図版 3 白ヶ野第 1遺跡基本土層 図版 4 Sl-1

図版 6 SI-3図版 5 Sl-2

図版 7 Si-4 図版 8 Sl-5

-12-



図版 9 Sl-6 図版10 Sl-7

図版1l Si-8 図版12 SI-9

図版13 Sl-10 図版14 Si-11

図版15 SI-12 図版16 S:-13
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(2)土 坑

アカホヤ層上面において総数102基の土坑が検出された。遺構が集中しているのは調

査区の中央付近、すなわち(2)。 (3)層が厚めに堆積 している谷地形の範囲で、これは近隣

遺跡でも見られる傾向である。また、構築時期については、ほとんどの土坑の埋土から

検出される高原スコリアの堆積状況からみて、10世紀から13世紀あた りではないかと考

えられる。

形状は、大別 して以下の 5つのタイプに分類できる。

(I類 )楕 円形か長楕円形を呈 し、その規模は長軸が0.6mか ら1.5m程 、短軸が0.3m

からlm程、そ して深さが0.lmか ら0.5m程のもの。

(Ⅱ 類) (I類 )の土坑で、直径が0.2mか ら0.4m程で深 さが0.3mか ら lm程のビッ

トを有するもの

(Ⅲ 類) 隅丸長方形か長楕円形を呈 し、その規模は長軸が1.5mか ら2m程、短軸が

0.6か ら lm程、そ して深 さが0.7mか ら1.5m程 、 と (I類 )と 比較すると大

型で深いもの。

(Ⅳ 類) 複数の掘 り込みやピットが無作為に切 り合っていて不定形なもの。

(V類) その他

*長軸 。短軸については検出面においての数値、又深さについては検出面から

底面までの数値を使用 している。

このなかで (Ⅱ 類)が79基 とそのほとんどを占めているが、その (Ⅱ 類)の用途を考

察する上で重要な意味をもつであろうピットについては、土坑 との関係及び配置におけ

る規則性はいずれも確認することができなかった。また土坑からの出土遺物は、少数な

うえ、そのほとんどが廃棄後流れ込んだものであるが、SC-40か らはヘラ切 り底の土

師器の杯が出土 している。

｀`
＼`

こ≡三≡≧三≡士≡士三二三
=ブ

ジ
7'′

0                     10(cm)

第 8図 SC-40出土遺物 (1/3)
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―L=85.10(m)

SC-71

一L=84.60(m)

一L=84.60(m)

SC-106

L〓85.00(m)

o                  2(m)

27実測図 (1/40)

⊆
k董重:蔓互)一   く現鍾頭て:万)一

L=84.80

SC-28

SC-77・ 78

第 9図 SC-71、
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Ω
⊆b一 覧⊃

一
L=84.80(m) L

SC-43

第10図

卜 84.70(m)

0                  2(m)

SC-58、  48、 59060、  107、 24025、  43、 51、 46実測 図 (1/40)

⌒Ｅ
）
ｏ
ｏ
．寸
∞
＝
Ｊ

L=84.90(m)
一

|

Ю
Ｎ
１

０

∽

上L=85.00(m)

SC-48

SC-58

SC-107

SC-46

-16-



第 3表 白ヶ野第 1遺跡土坑観察表 (1)

遺構番号 形態 分類 長軸(m) 短軸 (m) 深 さ (m) 出土遺物 考 察

1 SC-1 長楕円形 Ⅱ 北端に直径約0.3m。 深さ約0.63mの ビット

SC-2 円形 Ⅱ 南端にビット

3 SC-3 長楕円形 Ⅱ 西端に直径約0.3m。 深さ0.45mの ビット。

4 SC-4 楕円形 0.75 ○
姓

西端にビット

5 SC-5 長楕円形 0.25
北端に直径約0.25m。 深さ0.65mの ビット。

(他に浅いピットが 2本 )

6 SC-6 不定形 Ⅳ 複数の掘 り込みとビットの切 り合セ

7 SC-7 長楕円形 0.55 ○
姓

東端に直径約0.25m・ 深さ0.8mの ビット

SC-8 不定形 Ⅳ 0.08^-0.3 複数の掘り込みとビットの切 り合い。

SC-9 長楕円形 東端に直径約0.2m・ 深さ0.8mの ビット。

SC-10 長楕円形 Ⅱ
○

縄文・弥生 東端に直径約0.2m。 深さ0.8mの ビット

SC-11 円形 V 0.55 0.23

SC-13 長楕円形 V 1 南端に斜め下への掘 り込み。

SC-14 長楕円形 0.42 南端に直径約0.3m。 深さ0.47mの ビット。

SC-15 長楕円形 0.25 北端に直径約0.3m。 深さ0.45mの ビット。

SC-16 長楕円形 南東端に直径約0.35m。 深さ0.75mの ビット。

SC-17 長楕円形 ○
姓

北東端に直径約0.25m・ 深さ0.7mの ビット

SC-18 長楕円形

北端に直径約0.3m。 深さ約0.78m、 中央に直径

約0.2m。 深さ0.75mの ビット。

(他浅いピットが 1本 )

SC-19 楕円形 0.65 北端に直径約0.3・ 深さ約0.95mの ビット

SC-20 長楕円形 0.55 0.25 南端に直径約0.5m、 深さ0.85mの ビット

SC-21 長楕円形 1 南端に直径約0.35m・ 深さ0.75mの ビット。

SC-22(1)

(2)

長楕円形

長楕円形

Ⅱ

I

1.22

0.85

0.45

0.8

北端に直径約0.25m。 深さ約1.Omの ビット。

*(1)と (2)が切 り合っている可能性有り。

SC-23 不定形 Ⅳ 1 複数の掘 り込みとビットの切 り合い。

SC-24 長楕円形 Ⅱ

南端に直径約0.25m。 深さ0.8mの ビット

*SC-25と 切 り合い。新旧は不明。

SC-25 長楕円形 1.05+α
西端に直径約0.3m・ 深さ0.7mの ビット。

(中 央付近に浅めのビットがもう1本 )

SC-26 長楕円形 1.25 0.35 南端に直径約0.25m。 深さ0.95mの ビット。

SC-27 楕 円 Ⅱ 0.95+α
北端に直径約0.35m。 深さ約0.85mの ビット。

東端に直径約0.3m・ 深さ約0.8mの ビット (他 1本 )。

SC-28(1)

(2)

長楕円形

長楕円形

0.9+α

o.9+α

0.2

0.15

東端に直径約0.2m。 深さ約0.4mの ビット。

東端に直径約0.3m。 深さ約0.75mの ビット。

*(1)と (2)の 切 り合いの可能性有 り。

SC-29 長楕円形 0.35
西端に直径約0.25m。 深さ0.8mの ビット

*SC-28と 切 り合い。新旧は不明。

SC-30 長楕円形 北端に直径約0.25m。 深さ約0.6mの ビット。

SC-31 長楕円形 東端に直径約0.25m・ 深さ約0.95mの ビット。

SC-32 不定形 Ⅳ 0.25 複数の掘 り込みとビットの切 り合ヽ

SC-33 長楕円形 北端に直径約0.25m。 深さ約0.7mの ビット

SC-34 楕円形 1.47 ○
牲

北端に斜下に向け0,7m程掘 り込んだビット
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第 4表 白ヶ野第 1遺跡土坑観察表 (2)

遺構番 号 ノ移悪 分 類 長4Hl tmノ 短瓢 (mノ 深 さ (m) 出土遺物 考 察

SC-35 長楕円形 ○
健

北端に直径約0.25m・ 深さ約0.55mの ビット

SC-36 不定形 Ⅳ 0.55 複数の掘 り込みとビットの切 り合い

SC-37 長楕円形 北側に直径約0.15m・ 深さ約0.3mの ビット

SC-38 不定形 Ⅳ
02～

0.3
複数の掘り込みとビットの切 り合い

SC-39 長楕円形 北東端に直径約0.25m・ 深さ約0.5mの ビット

SC-40 長楕円形
○

土師器など 南西端に直径約0.25m・ 深さ約1.05mの ビット。

SC-42 長楕円形
”　

４５
・
２

０
．

西端に直径約0.25m・ 深さ約08mの ビット

浅い土坑が 2段。

SC-43 隅丸長方形 Ⅲ 1
○

縄文など 2段の掘 り込みで、床面付近は袋状を呈する。

42 SC-44 長楕円形 東端に直径約0.25m・ 深さ約0.7mの ビット

SC-45 長楕円形 北西端に直径約0.3m。 深さ約0.75mの ビット。

44 SC-46 円形 V

SC-47 円形 V 0.65 0.55 1

SC-48 長楕円形 Ⅱ 南東端に直径約0.25m。 深さ約0.75mの ビット。

47 SC-49 円形 東端に直径約0.25m。 深さ約0.6mの ビット

SC-50 不定形 Ⅳ 1 複数の掘 り込みとビットの切 り合υ

SC-51 不定形 Ⅳ
0.3～

0.9
複数の掘 り込みとピットの切 り合い

SC-52 長楕円形 南端に直径約0.25m。 深さ約0.6mの ビット。

SC-53 長楕円形 0.55 南西端に直径約0.2m。 深さ約0.8mの ビット

SC-54 長楕円形 Ⅱ 025 南東端に直径約0.35m・ 深さ約0.75mの ビット

SC-55 長楕円形 0.8+α
北東端に直径約0.25m。 深さ約0.6mの ビット。

一部撹乱により崩壊。

SC-56 長楕円形 Ⅱ 0.25
北東端に直径約0.35m・ 深さ約0.95mの ビット

(ピ ットは斜下方向に掘り込んである。)

SC-57 長楕円形 Ⅱ 1 0.55
東端に直径約0.25m。 深さ約0.95mの ビット

西端に直径約0.25m・ 深さ約0.95mの ビット

SC-58 長楕円形
東端に直径約0.2m・ 深さ約0.95mの ビッ

西端に直径約0.25m。 深さ約0.95mの ビッ卜。

SC-59 長楕円形 南端に直径約035m。 深さ約0.6mの ビット

SC-60 長楕円形 Ⅱ 0.8+α
西端に直径約0.25m。 深さ約0.8mの ビット
*SC-59と 切り合い。SC-59が新。

SC-61 長楕円形 東端に直径約0.33m・ 深さ約0.65mの ビット。

SC-62 長楕円形 0.65 北端に直径約0.2m。 深さ約0.4mの ビット

SC-63 楕円形 中央部に直径約0.25m・ 深さ約0.6mの ビット

SC-64 長楕円形 南端に直径約0.25m・ 深さ約0.7mの ビット

SC-65 長楕円形
北端に直径約0.25m・ 深さ約0.5mの ビッ

東端に直径約03m。 深さ約0.55mの ビッ

ト

ト

SC-67 長楕円形 0.35 北端に直径約0.2m。 深さ約0.95mの ビット

SC-72 長楕円形 I 0.9+α *SC-67と 切 り合い。新旧関係は不明。

SC-68 長楕円形
北端に直径約0.15m・ 深さ約0.25mの ビット。

南西端に直径約025m。 深さ約0.4mの ビット。

SC-69 楕円形 0.75 東端に直径約0.25m・ 深さ約0.4mの ビット。

SC-70 長楕円形
北端に直径約03m。 深さ約0.65mの ビット。

*SC-69と切 り合い。新旧関係は不明。
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第 5表 白ヶ野第 1遺跡土坑観察表 (3)

遺構番号 形態 分 類 長軸 (m) 短軸 (m) 深さ(m) 出土遺物 考 察

SC-71 長楕円形 I 0.95

SC-73 長楕円形 Ⅱ 1.3+α
北端に直径約0.25m。 深さ約0.7mの ビット

(他浅めのビットが 3本 )

SC-74 長楕円形 北端に直径約0.25m。 深さ約0.55mの ビット

SC-75 長楕円形 1 0.55 南端に直径約0.3m。 深さ約0.55mの ビット

SC-77 長楕円形 0.65+α *SC-78と 切 り合い。新旧関係は不明。

SC-78 長楕円形 0.55 南端に直径約0.45m。 深さ約1.lmの ビット。

SC-79 長楕円形 0.75+α
南西端に直径約0.5m・ 深さ約0.65mの ビット

*SC-80と切り合い。SC-79が新。

SC-80 長楕円形
中央から南端にかけて、直径約0.3m、 深さ約0.6

～0.8mの ビットが 3本。

SC-81 長楕円形 0.75+α
北東端に直径約0.3m。 深さ約0.75mの ビット

*SC-82と 切り合い。SC-81/Jヾ 新。

SC-82 長楕円形 東端に直径約0.4m。 深さ約0.95mの ビット。

SC-83 長楕円形 0.55 東端に直径約0.25m。 深さ約0.15mの ビット

SC-84 長楕円形 Ⅱ

東端に直径約0.35m。 深さ約0.45mの ビット

(ビ ットは斜下方向に掘り込んである。)

SC-85 長楕円形 0.55 西端に直径約0.5m。 深さ約0.7mの ビット

SC-86 長楕円形 西端に直径約0.35m。 深さ約0.6mの ビット

SC-87 長楕円形 Ⅱ 北東端に直径約0.35m。 深さ約0.75mの ビット。

SC-88 長楕円形 1.25+α *SC-89と 切り合い。SC-89が新。

SC-89 長楕円形
0.3～

0.6
西端に直径約0.2m。 深さ約0.75mの ビット。

SC-90 長楕円形 Ⅱ 0.25 南西端に直径約0.4m。 深さ約0.9mの ビット。

SC-91 長楕円形 1 0.55 北端に直径約0.35m・ 深さ約0.6mの ビット

SC-92 長楕円形 0.35 北東端に直径約0.4m。 深さ約0.65mの ビット

SC-93 円形 東端に直径約0.25m。 深さ約0.9mの ビット

SC-94 楕円形 V

SC-95 楕円形 V 0.55

SC-96 長楕円形 I 0.55

SC-97 長楕円形 I 0.7+α *SC-96と切 り合い。新旧関係は不明。

SC-98 長楕円形 Ⅱ

北端に直径約0.3m。 深さ約0.7mの ビット

(ビ ットは斜下方向に掘 り込んである。)

SC-99 長楕円形 Ⅱ 0.55 南東端に直径約0.25m・ 深さ約0.7mの ビット

SC-100 長楕円形 北西端に直径約0.3m。 深さ約0.6mの ビット。

SC-101 長楕円形 0.25 南東端に直径約0.35m・ 深さ約0.7mの ビット

SC-102 長楕円形 I 浅めのビットが 2本。

SC-103 楕円形 1 0.65 北端に直径約0.15m・ 深さ約0.25mの ビット。

SC-104 長楕円形 I 0.25

SC-105 長楕円形 1 南東端に直径約0.3m。 深さ約0.75mの ビット

SC-106 隅丸長方形

SC-107 隅丸長方形 Ⅲ 1.65
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図版18 SC-40 図版19 SC-28・ 29

図版20 SC-45 図版21 SC-43

図版23 SC-51

図版24 SC-lo6 図版25 SC-59・ 60
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第 4節 包 含 層 出土 の 遺 物 につ い て

(1)縄文土器

縄文土器については、早期が 5層上位から6層下位、前期から晩期が 3層から出土し

ている。ここではこれらを時期ごとに 5類に分類し、なおかつそれを細分化している。

それぞれの特徴は以下のとおりである。

A類 (1～ 39)

A類は縄文時代早期の土器で、ここではA(1)類からA(4)類 に細分化している。

A(1)類 (1～ 3)

A(1)類 は、外面に貝殻条痕文を施し円筒形を呈する土器である。

A(2)類 (4～ 12)

A(2)類 は押型文土器である。 4～ 8は楕円押型文を施しており、器形については胴

部の小破片のみの出土のため不明である。また 9～ 12については、山形押型文を施

し、その器形からみて手向山式土器の胴部の可能性が高いと思われる。

A(3)類 (13～ 35)

A13)は平椿式土器である。13～ 16は 口縁部の口唇下に小型の三角形状の突帯を巡ら

すもので、その突帯には刻目状の沈線を、外面には沈線及び刺突連点文を施してい

る。17～ 35は沈線と刺突連点文を施しているが、17～ 19についてはそれに加え弧状

の突帯を貼 り付けており、その突帯には刻目を施している。

A(4)類 (36～ 39)

A(4)類 は貝殻腹縁で文様が施された土器で、36は貝殻腹縁による刺突文を施した塞

ノ神式土器である。また33～35は貝殻腹縁による圧痕文を施したものであるが、器

形など詳細は不明である。

B類 (40～ 121)

B類は縄文時代前期の土器で、ここではB(1)類 とB(2)類 に細分化している。

B(1)発頁 (40)

B(1)類 は轟式土器で、日縁部が 1点のみ出土している。指先でつまんだようなミミ

ズバレ状の突帯を回唇部直下から横方向に貼 り付けている。

B(2)類 (41～ 121)

B(2)類は曽畑式土器である。本遺跡で出土する′
曽畑式土器全体の特徴として挙げら

れるのは、近隣の滑川遺跡で出土したものでは確認することのできた滑石の混入が

見られないことである。

次に個々の遺物を見ていくと、41～ 102は外面に縦・横方向の沈線かもしくわその

沈線に加え刺突文を施しており、内面には横方向の沈線かもしくわその沈線に加え

刺突文を施している。103～105は外面に斜め方向の沈線を施し、内面は103・ 104が

斜め方向、105は横方向の沈線を施している。106～ 111は、外面に縦・横方向の沈

線に加え弧状の沈線を施し、内面は横方向の沈線を施している。112～115はすべて

胴部であるが穿孔が確認されている。ここまで挙げた土器片の沈線については、い

ずれも細い棒状工具が使用されたと推沢lさ れるが、116・ 117についてはより先端の
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尖った棒状工具を使用して外面に斜め方向の沈線を施している。その他118について

は波状口縁が確認され、119に は口縁部の口唇下に連続刻目を施している。また120

には瘤状の突帯がみられ、121で は沈線を施す前の貝殻条痕文が一部残存している。

なおこのB(2)類 の回唇部については、連続刻目・連続刺突文いずれも確認するこ

とができる。以上が施文的特徴であるが、器形についてはそれを断定できるだけの

残存度を有する遺物が出土していないため詳細は不明である。

C類 (122～ 152)

C類は縄文時代中期から後期にかけての土器で、そのほとんどは突帯を貼 り付けてい

る。ここではC(1)類 からC14)類 に細分化している。

C(1)類 (122～ 128)

C(1)類は、地文に縄文を施した後低めの突帯を貼 り付け、その後細い棒状工具によ

り沈線を施した土器である。また125についてはそれに加え貝殻条痕文を施してい

る。器形については出土遺物すべてが小破片のため不明である。

C(2)類 (129～ 135)

C(2)類は、内・外面ともに貝殻条痕文を施した後、外面に断面三角形の突帯を貼 り

付けた土器で、突帯は波状・弧状 。直線状などの組み合わせである。器形について

は出土遺物すべてが小破片のため不明である。

C椰)類 (136～ 147)

C(3)類はナデ調整を施した後突帯を貼 り付けた土器である。136～ 139は口縁部すべ

てがやや内湾しており、突帯は口縁に直行するように貼 り付けているが、さながら

その形状は熊手を連想させるものである。140～ 147は胴部であるが、突帯は波状・

弧状・直線状などを組み合わせて貼 り付けている。

C(4)苺ミ(148～ 152)

C(4)類 は突帯を貼 り付けた後、その突帯間に貝殻腹縁による押引き文を施した土器

である。

D類 (153～ 199)

D類は縄文時代後期から晩期にかけての土器で、ここではD(1)類からD(4)類に細分化

している。

D(1)類 (153～ 164)

網目圧痕がみられる土器である。ほとんどが丸底もしくは丸底ぎみの浅鉢と思われ

る。

D9)類 (165～ 180)

口縁部外面に貫通または未貫通の連続刺突を施した土器で、孔列土器と呼ばれるも

のである。これらは竹管状工具で刺突しており、そのほとんどが未貫通のもので、

未貫通のものには内面裏側に瘤状のふくらみがみられた。165～ 173は口縁部に薄手

の肥厚帯を巡らせ、貝殻条痕による調整を行った後その肥厚帯直下に連続刺突を施

したものである。174～ 179は断面が三角形状の幅の狭い突帯を貼 り付け、貝殻条痕

による調整を行った後突帯直下に連続刺突を施したものである。また180は 唯一孔
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が貫通 しているものであり、貝殻条痕による調整は確認できない。

D(3)類 (181～ 192)

D(3)類 は口縁部に肥厚帯を巡 らせた土器である。181～ 189は肥厚帯を巡 らせた後、

貝殻条痕による調整を行っている。190～ 192は、181～ 189同 様月巴厚帯を巡 らせたも

のにもみえるが、一方では口縁部に沈線を施すことによりあたかも薄手の肥厚帯を

巡 らせた様にみせたものである可能性 も考えられる。

D14)類 (193～ 199)

D(4)類 は胴部が屈曲する浅鉢の一部と思われる。なお、調整は外面が ミガキ、内面

が ミガキとナデの併用である。

E類 (200～ 206)

E類は、出土層位など不明な点は幾つかあるが注 目すべ き特徴を有する、 と判断した

遺物を一括 して挙げている。

，

１

輻

‐ ―

‐ ―

‐

―
‐
　

　

¨

”

］
　

　

¨

３

　

　

　

・
　

　

　

　

６

「′　　　［］ｎ］［［［Ｈ［［‐ｄ日日ＯＮ「‥

８

　

＜

′

一

　

　

　

　

　

　

　

　

洲

o                    10(cm)

包含層出土縄文土器第11図

-23-

)(1/3)



繹

: 122

ρ
123

0                    10(cm)

］ｈ
出
Ｈ
い
い
い
Ｕ
「
、、

12

鰊 憑蝶
¨ 酷

Ⅷ Iダ
薪. 躍r

錮疱■

i申

第12図 包含層出土縄文土器実測図 (2)(1/3)

-24-



r

雹 熙
:37

鶴
・

―

勇
 ‖メ

罐

        _
奪
峰

蝙 曖

   ‖ 39

器実測図 (3)(1/3)包含層出土縄文土 :第13図

-25-



丁
]
| 141

-

t

螂ハ踪乙 切鶉司“

第14図 包含層出土縄文土器実測図 (4)(1/3)

可 憬
1142

鋼

匁 嘲で“

可
2

又 瓦3

尚
轟

ー

颯 工７

料
不覇

輔』翻７４

〔ＨＨＨ＝＝〕Ｈ＝

一

繹

■3
，

ア

６

「″月Ｕ跳
霜

一瑯

Υ

―

-贈 聰椒理9

鮨 7′′
60 饒

乙釉74

…
・

―

‐

F::::i:::i::i:::I:::

ン)二
3

鞭 鐵 鍵 艤 殺 鐵 ヽ 事

蒻愈マ引
-T酪 硯4

串

_i螺

郁

慄■6

…
-
ー

軸

-26-

9    19← 0



夕互7 マ1

,』
 1:::::::IF

■___
・

_

ン

鐵
鉾 、

― ・

-
9-― i

.::::::::i::::i:t.

―
や

写 丁 耽3

鞭

軸

蟄 仁 7
' '76轟

旱

軸

im予鰺 7×
ー

奉写
77

―鯰

'7:
曜  葛 ′/ 80

霧 辟 硯3

丼 雛

ぽ

―

８６

７８

Ｈ，‐ｈⅣ＝＝＝Ｈ
＝Ｈ＝ＨＨＨ
ＨＨｈＨＨИ
‐‐‐

o                     10(cm)

第15図 包含層出土縄文土器実測図 (5)(1/3)

-

-27-



―
・

籠

―靡 靡 砒6

／

′′８９

Z

００

可
‐‐‐

攀

7辟覇1%
94

フ
塩

磁

７

‐ ‐‐ 。

”

0                    10(cm)

101

第16図 包含層出土縄文土器実測図 (6)(1/3)

岬

…
1ポ

-28-



鱚が71

108
l 1109

1楊
″

‐７
鐵
恣
『

饒

酢

」」は『｝中一

日
‐‥‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２。
　
　
　
一

鰊
　
　
η羹

一

一

一

一

｝

一

｝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

｝
′

爵

靴

-29-



::131

雛 農 峰

賣
堡 予

ポ

・

1

鶏辟貰:

145

３

―――
口

‐――
‐――
＝

‐――
‐―
同
月
υ
‐―‐

ヾ
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第 6表 包含層出土縄文土器観察表 (1)

物
理
号

遺
整
番

土

位

出

層
分類 部位

文様及び調整 色 調 土
備 考

外 面 内 面 外 面 内  面 石英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

1 ⑥ 口縁 貝殻条痕文 ナ デ
10YR5/3
にぶい黄褐

10YR7/2
にぶい黄橙

○ ○ ○
○

3mm以下
円筒

⑥ 口縁 貝殻条痕文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄橙

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以下

円筒

⑥ 口縁 貝殻条痕文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
3mm以下

円筒

44 ⑥ A(2) ガ同音F 楕円押型文 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

5YR5/4

にぶい赤褐
○ ○ ○

○
2mm以下

⑥ A(2) 楕円押型文 ナ デ
10YR5/4

にぶい黄褐

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以下

⑥ 楕円押型文 ナ デ
5YR5/6
明赤褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

47 ⑥ 楕円押型文 ナ デ
10YR6/4

にぶい黄橙

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以 下

⑥ A(2) 楕円押型文 ナ デ
75YR4/3

褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

⑥ 胴部 山形押型文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
3mm以下

手向山式土器

⑥ A(2) 胴部 山形押型文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
3mm以下

手向山式土器 (?)

11 42 ⑥ 山形押型文 ナ デ
10YR6/4

にぶい黄橙

25Y5/2

暗灰黄
○ ○ ○

○
2mm以下

手向山式土器 (?)

⑥ A(2) 胴 部 山形押型文 ナ デ
10YR6/4

にぶい黄橙

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

手向山式土器 (?)

⑥ A(3) 口縁
死隷又

刺突連点文
ナ デ

75YR4/3
褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以 下

半拝式土器

口唇部に刺突文・波状沈線文

⑥ A(3) 口縁
沈線文

オJ突連点文
ナ デ

75YR4/3
褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

平栴式土器

口唇部 に刺突文・波状沈線文

⑥ A(3) 口縁
沈線文

刺突連点文
ナ デ

7.5YR4/2

褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

lmm以 下

半 確 式 上 器

口唇部に刺突文・波状沈線文

⑥ A(3) 口縁
沈線文

刺突連点文
ナ デ

7.5YR5/4

にぶい褐

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以 下

平杵式土器

口唇部に刺突文・波状沈線文

17 ⑥ A(3)
沈線文・貼付突帯

刺突連点文
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

3mm以下
平栴式土器

⑥ A(3)
几稼文・貼付突市

刺突連点文
ナ デ

75YR4/3
褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

3mm以 下
平杵式土器

⑥ A(3) 胴部
沈緑文・貼付突帝

刺突連点文
ナ デ

10YR4/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
3mm以下

平杵式土器

⑥ A(3)
沈線文

刺突連点文
ナ デ

7.5YR5/4

にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

3mm以 下
平杵式土器

⑥ A(3)
κ腺又

刺突連点文
ナ デ

75YR5/2
灰褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

平杵式土器

⑥ A(3)
沈線文

刺突連点文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下
平杵式土器

⑥ A(3) 胴 部
潟隷又

刺突連点文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○ ○

○
lmm以下

平杵式土器

⑥ A(3) 胴部
オJ突連点文

ナ デ
75YR5/3
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

平杵式土器

⑥ A(3)
沈線文 ・

刺突連点文
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下
平杵式土器

⑥ A(3)
死 腺 又

刺突連点文
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以 下

平梅式土器

⑥ A(3)
沈線文

刺突連点文
ナ デ

″ＹＲ

褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下
平杵式土器

⑥ 胴部
沈線文

刺突連点文
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
lmm以 下

平格式土器

⑥
発 漑 又

刺突連点文
ナ デ

7.5YR4/3

褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
lmm以 下

平杵式土器

⑥ A(3)
沈線文

刺突連点文
ナ デ

75YR5/3
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
lmm以 下

平杵式土器

⑥ A(3)
泥 線又

刺突 連 点文
ナ デ

75YR4/3
褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下
平杵式土器

⑥ 胴部
沈線文

刺突連点文
ナ デ

10YR5/4

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
lmm以 下

平杵式土器

⑥ 胴 部
沈線文

刺突連点文
ナ デ

75YR6/4
にぶい橙

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以 下
平栴式土器

⑥
沈線文

刺突連点文
ナ デ

75YR4/3

褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○ ○

○
5mm以下

平杵式土器

⑥ A(3) 胴部
沈線文

刺突連点文
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下
平梅式土器

⑥ A(4) 胴部
貝殻腹縁 に

よる刺突文
ナ デ

75YR4/3

褐

7.5YR4/3

褐
○ ○ ○

○
3mm以下

塞ノ神式土器 (貝 殻文系)

⑤ A(4)
貝殻腹縁 に

よる圧痕文
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以下

⑤ A(4)
貝殻腹縁に

よる圧痕文
ナ デ

10YR6/4

にぶい黄橙

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

⑤ A(4)
貝殻腹縁に

よる圧痕文
ナ デ

75YR6/4
にぶい橙

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以下

256 ③ 口縁
ミミズバレ状

の貼付突帯
ナ デ

75YR4/1

褐灰

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

轟式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○
lmm以 下

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈 線 沈線
10YR5/2 5YR5/4

にぶい赤褐
○

○ 曽畑式土器

口唇部に連続刻目

*出土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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第 7表 包含層出土縄文土器観察表 (2)

NO
物
理
号

遺
整
番

出土

層位
分類 部位

文様及び調整 色 調 土
備 考

タト面 内  面 外 面 内  面 石 英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

③ 口縁 沈線 沈線
7.5YR3/1

黒褐

75YR4/2
灰褐

○
○

lmm以 下

冒州 天■益

口唇部 に連 続 刻 目・剥 離有

44 ③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR4/3
褐

○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目・剥離有

③ B(2) 口縁 沈線 ナ デ
75YR5/3
にぶい褐

75YR5/3
にぶい褐

○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目・剥離有

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/4

にぶい黄褐
○

○
lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③ B(2) 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR5/4

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○
lmm以 下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

75YR4/3
にぶい褐

○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文

49 ③ 口縁 沈線 ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目・剥離有

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/3
にぶい褐

○
○

lmm以 下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文・剥書L有

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線

75YR5/3
にぶい褐

75YR5/3
にぶい褐

○
○

lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文・最J離有

③ 口縁 沈線
ナ

沈線

75YR4/2
灰褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○ ○

○
3mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

7.5YR4/1

灰褐
○ ○

○
3mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文・剥離 有

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

109 ③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/2
灰褐

10YR5/2

灰黄褐
○ ○ ○

○
3mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文

③ 口縁 沈 線
ナデ

沈線・刺突文

75YR4/3
褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文・剥離 が著 しV

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
3mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

lmm以 下

曽Hll式 土器

口唇部 に連続束J突文

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線・刺突文

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

126 ③ 口縁 沈線
ナデ

沈線

5YR4/4

にぶい赤褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

25Y4/1

黄灰

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
ナデ

刺突文

75YR4/2
灰褐

7.5YR4/3

褐
○ ○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

4mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
4mm以下

曽畑式土器

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

5YR5/4

にぶい赤褐

5YR5/4

にぶい赤褐
○ ○

○
4mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

5YR4/3

にぶい赤褐

5YR5/4

にぶい赤褐
○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

25Y4/1

黄灰
○

○
lmm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR4/2
灰褐

○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文・剥離 有 り

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
ナデ

連続刺突文

10YR4/2

灰黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線

5YR5/6

明赤褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

lmm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線

75YR4/3
褐

75YR4/2
灰褐

○ ○ ○
○

lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続オJ突文

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線連続刺突文

75YR4/3
褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/3

にぶい褐
○ ○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

5YR5/4

にぶい赤褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

5YR5/4

にぶい赤褐

75YR4/3
褐

○
○

lmm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続束J突文

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR4/3

にぶい黄褐

25Y3/2

灰褐
○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

75YR4/2
灰褐

○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

10YR4/2

灰黄褐
○

○
2mm以下

曽Ill式 土器

口唇部に連続束J突文・剥離有り

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/2
灰褐

75YR4/2
灰褐

○ ○ ○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR3/1
黒褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続オJ突文

③ B(2) 口縁 沈線
ナデ

沈線

75YR3/1 75YR3/1
里 褐

○ ○
○

8mm以 下

曽畑式土器

口唇部 に連続刺突文・予」離 有 り

*出土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照

-35-



第 8表 包含層出土縄文土器観察表 (3)

NO
物
理
号

遺
整
番

土

位

出

層
分 類 部位

文様及び調整 色 調 土
備 考

外 面 内 面 外  面 内 面 石英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

7.5YR4/3

褐 暗灰黄
○ ○

○
3mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文・剥高E有 り

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

75YR5/3
にぶい褐

10YR5/2

灰黄褐
○ ○

○
lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 沈線 ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

75YR4/3
暗褐

○ ○ ○
○

4mm以下

冒 /1u式 上器

剥調[有 り

③ 口縁 沈 線
ナデ

沈線・連続Ill突文

10YR4/2

灰黄褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

4mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線・連続刺突文

10YR4/2

灰黄褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 月同音F 沈 線 ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

剥離有 り

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○ ○

○
lmm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線
ナデ

連続刺突文

75YR4/2
灰褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

胃則 武土器

口唇 部 に連 続 刺 突文

③ B(2) 口縁 沈線
ナデ

沈線・連続刺突文

10YR3/2

黒褐

75YR4/2
灰褐

○ ○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線
ナデ

沈線・連続刺突文

ＹＲ

褐

5YR4/2

灰褐
○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

5YR4/4

にぶい赤褐
○ ○ ○

○
2mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/3
にぶい褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR4/2
灰褐

○ ○
○

4mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ 口縁
沈線

ナデ

沈線・連続刺突文

10YR4/3

にぶい黄褐

10YR6/3

にぶい黄褐
○

○
lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁
連続刺突文

沈線

デ

線

ナ

沈

10YR4/3

にぶい黄褐

10YR6/3

にぶい黄褐
○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁
連続刺突文

沈線

ナデ

沈線・連続刺突文

75YR4/2
灰褐 Ｗ

飯
○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目

③ 口縁
連続刺突文

沈線

ナデ

沈線・連続刺突文

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ B(2) 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

75YR5/3
にぶい褐

○
○

2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

5YR4/4

にぶい赤褐
○ ○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

105 ③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○
○

lmm以 下

胃別 武 主益

口唇 部 に連 続刻 目

③ 胴 部 沈線 ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
2mm以下

曽畑式土器

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/2
灰褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
3mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刺突文

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目・剥離有 り

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR3/2

黒褐

10YR3/2

黒褐
○ ○

○
lmm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目・剥高性有 り

110 ③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○
2mm以下

冒則 天 上器

口唇部 に連 続刺 突文

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐

75YR4/2
灰褐

○ ○ ○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻 目

③ 胴部 沈 線 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

穿孔

③ 胴部 沈 線 ナ デ
7.5YR3/1

黒褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

穿孔

③ 胴 部 沈線 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

ψ

厳

る

暗
○ ○

○
lmm以 下

曽畑式土器

穿孔

133 ③ 沈 線
10YR3/2

黒褐

7.5YR4/3

褐
○ ○

○
lmm以 下

曽/m式 土器

穿孔・剥離著 しし

③ 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR5/3
にぶい褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

2mm以 下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③ 口縁 沈 線
ナデ

沈線(鋸歯状)
Ｗ
廟

75YR4/2
灰褐

○ ○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部 に連続刻 目

③ B(2) 口縁 沈線
デ

線

ナ

沈

75YR4/3
褐

75YR4/3
褐

○ ○ ○
○

2mm以 下

曽畑式土器・波状口縁

口唇部に連続刺突文

③ 口縁 沈 線 ナ デ
10YR4/3

にぶい黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

曽畑式土器

剥高E有 り

120 ③ 口縁
沈線

貼付突帯(瘤状)

ナ デ
5YR4/3

にぶい赤褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

lmm以下

冒州 式 上器

口唇 部 に連続オJ突文

③ 口縁 沈 線
デ

線

ナ

沈

10YR4/2

灰黄褐 Ｗ
廟

○
○

3mm以下

曽畑式土器

口唇部に連続刻目

③
泄 又・死線

貼 付 突帯
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/4

にぶい黄褐
○ ○

○
5mm以 下

深浦式系

123 ③
縄文・沈線

貼付突帯
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
3mm以下

深浦式系

③ 月同音F 縄文・沈線 ナ デ
75YR5/2

灰褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○
3mm以 下

深浦式系

③
貼付突帯

ナ デ
75YR5/3
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
4mm以下

深浦式系

③ 月同音F 縄文・沈線 ナ デ
7.5YR5/3

にぶい褐

10YR5/3

にぶい音褐
○ ○

○
4mm以 下

深浦式系

*出 土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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第 9表 包含層出土縄文土器観察表 (4)

NO
物
理
号

遺
整
番

土

位

出

層
分類 部 位

文様及び調整 色 調 土
備 考

外  面 内  面 外  面 内  面 石英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

③
組文・洸線

貼伺突帯
ナ デ

75YR4/2
灰褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
4mm以下

深浦式系

172 ③ C(1) 胴 部
組 又・涯 漑

貼付突帯
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
3mm以下

深浦式系

③
只殻条痕

貼付突帯

貝殻 条痕

ナ デ

7.5YR4/3

褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

③ 胴部
貝殻条痕

貼伺突帯

只 成 朱 沢

ナデ

10YR4/2

灰黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以 下

131 257 ③
貝殻条痕

貼付突帯

貝殻条痕

ナデ

7.5YR4/3

褐

7.5YR5/3

にぶい褐
○ ○

○
2mm以下

258 ③ 胴 部
貝殻条痕

貼付突帯

貝殻条痕

ナデ

75YR4/3
褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

lmm以下

259 ③
貝殻条痕

貼付突帯

貝殻条痕

ナデ

75YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○

○
lmm以下

③ 口縁
貝殻条痕

貼付突帯

貝殻条痕

ナデ

5YR5/4
にぶい赤褐

5YR4/4

にぶい赤褐
○ ○

○
2mm以下

266 ③ C(2)
ナデ

貼伺突帯

貝殻 条 痕

ナ デ

75YR4/2
灰褐

5YR4/3

にぶい赤褐
○ ○

○
2mm以 下

③ C(3) 口縁
ナデ

貼付突帯
ナ デ

75YR4/3
褐

10YR4/2

灰黄褐

○
3mm以下

口唇部に連続刻目

③ 口縁
ナデ

貼付突帯
ナ デ

25YR3/1

黒褐

10YR3/2

黒褐
○

○
2mm以下

焼成不良

剥離著 しし

276 ③ 口縁
ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR3/2

黒褐
○ ○

○
6mm以下

焼成不良

剥離著 しυ

277 ③ 口縁
ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR4/3

にぶい黄褐

10YR3/2

黒褐
○ ○

○
3mm以下

焼成不良

③ 胴 部
ナデ

貼付突帯
ナ デ

75YR4/3
褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○ ○

○
2mm以 下

③ C(3)
ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR3/2

黒褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以下

③ 胴 部
ナデ

貼付突帯
ナ デ

75YR4/2
灰褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以下

271 ③
ナデ

貼付突帯
ナ デ

75YR4/3
褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
2mm以下

144 ③ 胴部
ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○
○

5mm以下

③
ナデ

貼付突帯
ナ デ

75YR4/3

褐

7.5YR5/4

にぶい褐

○
3mm以 下

③
ナデ

貼付突帯
ナ デ

75YR4/3
褐

75YR5/4
にぶい褐

○
6mm以下

147 274 ③
ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

25Y5/2

暗灰黄

○
2mm以下

③ 口縁
貼付突帯

貝殻腹縁(押引き)

貝殻腹縁(刺突文) 75YR4/4
褐

75YR4/3
褐

○
○

2mm以下
口唇部に貝殻腹縁による押引き

149 269 ③ C(0 胴 部
貼付突〒

貝殻1見縁(押引き)

ナ デ
75YR4/3

褐

75YR5/4
にぶい褐

○
○

2mm以下

③
貼付 突帯

貝殻腹縁(押引き)

ナ デ
10YR4/3

にぶい黄褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

③ 胴 部
Л百4寸 失帝

貝殻1見縁(押引き)

ナ デ
10YR3/2

黒褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以 下

③
貼付突帯

貝殻腹縁(押引き)

ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以下

227 ③ 底 部 網 目圧痕 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

228 ③ 底 部
貝殻条痕

網 目圧痕

ナ デ 75YR5/4
にぶい褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○

○
2mm以 下

③ 底 部
貝殻条痕

網 目圧痕

ナ デ 75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以 下

230 ③ 底部
貝殻条痕

網目圧痕

ナ デ 75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

③ 底部 網 目圧痕 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以 下

③ 底部
貝殻条痕

網 目圧痕
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以 下

159 233 ③ 底 部
貝殻条痕

網 目圧痕
ナ デ

75YR6/4
にぶい橙

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以 下

234 ③ 底 部 網 目圧痕 ナ デ
10YR5/4

にぶい黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

③ 底部 網 目圧痕 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

236 ③ 底 部 網 目圧痕 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以 下

237 ③ 底 部 網 目圧痕 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

③ 底 部 網 目圧痕 ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以 下

③ 口縁
肥厚帯 貝殻条痕

孔列文(未 貫通)

貝殻条痕・ナデ
7.5YR3/1

黒褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ・タト面にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
肥厚帯・貝殻条痕

7L列 文(未貫通)

ミガキ
75YR5/4
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
2mm以下

口唇部がナデ・外面 にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
肥厚帯・貝殻条痕

子L列文(未貫通)

ミガキ
75YR4/2

灰褐

75YR5/3
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

口唇部がナデ・タト面にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ D(2) 口縁
貼付突帯貝殻条痕

ナ デ
75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○ 口唇部がナデ・タト面にスス

内面に、タト面施文の際のわずかな凸

*出 土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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第10表 包含層出土縄文土器観察表 (5)

NO
物
理
号

遺
整
番

土

位

出

層
分類 部位

文様及び調整 色 調 土
備 考

タト面 内 面 外  面 内 面 石英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

187 ③ 口縁
郎,矢 i・貝祓余根

7し列文(未貫通)

ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

75YR6/4
にぶい橙

○ ○ ○
○

2mm以 下

口唇部がナデ・外面にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
肥厚帯・貝殻条痕

孔列文(未貫通)

ナ デ
10YR3/2

黒褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○
2mm以下

口唇部がナデ・外面にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
肥厚帯・貝殻条痕

孔列文(未貫通)

貝殻条痕・ナデ
10YR4/2

灰黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

口唇部がナデ・外面にスス

内面に、タト面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
貼付突帯貝殻条痕

7L列文(未貫通)

貝殻条痕・ナデ
10YR4/2

灰黄褐

75YR6/4
にぶい橙

○ ○ ○
○

2mm以下

口唇部がナデ・外面にスス・波状 口縁

内面 に、外面施文の際のわずかな凸

③ D(2) 口縁
肥厚帯

7L列 文(未貫通)

ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

75YR6/4
にぶい橙

○ ○ ○
○

2mm以下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ・外面にスス

内面に、タト面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
肥早需 貝祓朱根

7L列文(未貫通)

貝殻条痕 ナデ
10YR3/1

黒褐

25Y4/1

黄灰
○ ○ ○

○
2mm以下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ・タト面にスス
内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
貼付突帯貝殻条痕

孔列文(未貫通)

貝殻条痕・ナデ
10YR5/3

にぶい黄褐

2.5Y4/1

黄灰
○ ○ ○

○
2mm以 下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ

内面 に、外面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
貼付突帯唄殻熱

了し列文(未貫通)

貝殻条痕・ナデ
10YR4/2

灰黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ・外面にスス

内面に、タト面施文の際のわずかな凸

③ 口縁
貼付突帝貝殻条痕

孔列文(未貫通)

貝殻条痕・ナデ
75YR4/3

褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○ ○
○

2mm以下

口唇部がミガキ・タト面にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ D(2) 口縁
貼付突帯.貝殻雑

了L列 文(未 貫通)

ナ デ
10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/3

にぶい黄橙
○ ○ ○

○
2mm以下

口唇部が連続刺突文・外面にスス

内面に、外面施文の際のわずかな凸

③ D(2) 口縁
晰,突i員戯条恨

了L列 文(未 貫通)

貝殻条痕・ナデ
25Y4/1

黄灰

75YR4/1
褐灰

○ ○
○

2mm以下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ

内面に、タト面施文の際のわずかな凸

185 ③ 口縁
貼付突帯

孔列文(貫通)

ナ デ
10YR6/3

にぶい黄橙

75YR6/4
にぶい橙

○ ○
○

2mm以下
口唇部がナデ

③ D(3) 口縁
薄手の川じ厚帝

貝殻条痕・ナデ
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

2mm以下

③ 口縁
肥厚帯

貝殻条痕・ナデ
ナ デ

7.5YR5/4

にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

口唇部が貝殻条痕のあとナデ

外面にスス

183 144 ③ D(3) 口縁
肥厚帯

貝殻条痕・ナデ
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下
口唇部が貝殻条痕のあとナデ

145 ③ 口縁
jlL厚 帝

貝殻条痕・ナデ
貝殻条痕・ナデ

10YR5/4

にぶい黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○
○

4mm以 下

③ 口縁
肥厚帯

貝殻条痕・ナデ
貝殻条痕・ナデ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下

③ D(3) 口縁
月巴厚帝

貝殻条痕 ナデ
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

75YR5/4
にぶい褐

○ ○
○

3mm以下
推定回径 52cm

③ 口縁
肥厚帯

貝殻条痕・ナデ
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○
2mm以下

口唇部がナデ

外面にスス

③ D(3) 口縁
肥厚帯

貝殻条痕 ナデ
貝殻条痕・ナデ

10YR4/2

灰黄褐

25Y4/1

黄灰
○

○
2mm以下

口唇部が貝殻条痕のあ とナデ

外面 にスス

③ D(3) 口縁
肥厚帯(三 角形)

貝殻条痕
貝殻条痕・ナデ

2.5Y4/2

暗灰黄

10YR5/2

灰黄褐
○

○
2mm以 下

口唇部がナデ

③ D(3) 口縁
薄手の肥厚帯・沈線

貝殻条痕・ナデ
ナ デ

75YR5/4
にぶい褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以下

③ D(3) 口縁
専キの肥早■■深

貝殻条痕・ナデ
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

75YR5/4
にぶい褐

○
○

lmm以下

249 ③ 口縁
薄手の肥厚帝・lt楓

貝殻条舟 ナデ
ナ デ

25Y4/1

黄灰

10YR6/4

にぶい黄橙
○

○
lmm以 下

193 157 ③ 口縁 ミガキ ミガキ
10YR3/1

黒褐

10YR3/1

黒褐

○
lmm以 下

③ ミガキ ミガキ
5YR6/3

にぶい橙

75YR4/2
灰褐

○
○

lmm以 下

③ 頚部 ミガキ ミガキ
10YR6/3

にぶい黄橙

10YR4/3

にぶい黄褐
○

○
lmm以 下

③ ミガキ ミガキ
10YR4/1

褐灰

10YR5/2

灰黄褐
○

○
lmm以下

③ 口縁 ミガキ ミガキ
75YR5/3
にぶい褐

10YR4/2

灰黄褐
○

○
lmm以下

163 ③ D(41 ミガキ ミガキ
10YR5/3

にぶい褐黄

10YR5/2

灰黄褐
○

○
lmm以下

③ 口縁 ミガキ ミガキ
10YR5/2

灰黄褐

10YR6/3

にぶい黄橙
○

○
lmm以下

剥離有 り

E 口縁
貝殻腹縁 に

よる刺突文
ナ デ

2.5Y5/2

暗灰黄

10YR5/3

にぶい褐黄
○ ○

○
lmm以 下

剥離有 り

9 E 胴部 沈線 ナ デ
75YR4/3

褐

10YR5/3

にぶい褐黄
○

○
2mm以下

8 E 口縁
組文

微隆帯
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○
2mm以 下

E 口縁 ナ デ
75YR4/1

褐灰

10YR4/2

灰黄褐
○

○
5mm以下

204 240 E 口縁 ナ デ ナ デ
7.5YR4/3

褐

75YR4/2
灰褐

○ ○
○

4mm以下
外面にスス

244 E 口縁 貼付突帯(刻 目) ナ デ
5YR4/3

にぶい赤褐

5YR4/3

にぶい赤褐
○

○
2mm以下

口唇部に連続亥U目

206 口縁 押引 き ナ デ
25Y5/2 25Y5/3

○
○

口唇部に連続刺突文

*出土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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(2)弥生時代以降の土器

弥生時代以降の土器については 3層から出土しているが、出土量はごく少量である。

また小破片が多 く、時期 0器形など詳細を掴みにくい状況であるが、その大半は弥生時

代中期末から後期初頭にかけてのものと思われる。

第11表 包含層出土弥生時代以降遺物観察表

理

号

整

番

土

位

出

層 種 別 器種部位
法量 (cm) 調 整 色 調

土 備 考
口径 底径 外面 内面 外面 内面

1 ③ 弥生 甕胴部 ナ デ ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

7.5YR6/4

にぶい橙

石英・黒雲母及び 2mm以下の

透色・黒色粒 を含む

2 ③ 弥 生 甕口縁部
ナデ

貼付突帯

ナ デ 10YR4/2

灰黄褐

10YR6/3

にぶい黄橙

黒雲母及び 2mm以下の

茶色・白色・黄色・黒色粒 を含む
スス付着

3 ③ 弥生 霊口縁部
ナデ

貼付突帯

ナ デ 10YR5/3

にぶい黄褐

75YR6/4

にぶい橙

石英及び 2mm以下の茶色・灰色

褐色・黒色粒 を含 む

4 ③ 弥 生 甕口縁部 ナ デ ナ デ
75YR6/3

にぶい褐

10YR6/3

にぶい黄褐

石英・黒雲母及び 3mm以下の

灰色・黄色・褐色・茶色・黒色粒を含む

5 ③ 弥生 底 部 12 1crn ナ デ ナ デ
75YR5/4

にぶい褐

25Y5/2

暗灰黄

石英・長石及び 3mm以下の白色・灰色・

茶色・褐 色・黒色粒 を含む

6 320 ③ 弥生 底部 10cm ナ デ ナ デ
10YR5/4

にぶい黄褐

10YR5/2

灰黄褐

石英。長石及び 2mm以下の白色・灰色・

褐色粒を含む

③ 弥生 底 部 10 5cn■ ナ デ ナ デ
10YR5/2

灰黄褐

10YR6/4

にぶい黄橙

石英・長石及び 2mm以下の白色・灰色・

黒色・褐色粒 を含む

322 ③ 弥 生
胴部～

底部
8 6cm

ハケの後

ナデ

ナ デ 75YR5/4

にぶい褐

N3/0

暗灰

石英 。長石及び 3mm以下の白色・灰色・

黒色・褐色粒 を含む

323 ③ 弥 生 底部 96cm ナ デ ナ デ
10YR5/4

にぶい黄褐

10YR5/2

灰黄褐

石英・長石及び 3mm以下の白色・灰色・

褐色粒を含む

③ 弥生 底部 10cコn
ハケ

ナデ

ナ デ 75YR5/3

にぶい褐

10YR5/2

灰黄褐

石英 。長石及び 2mm以下の白色・灰色・

黒色・茶色・褐色粒 を含む

280 ③ 弥 生 月鴨
「

32cm ナ デ ナ デ
75YR6/4

にぶい橙

75YR5/4

にぶい褐

長石・黒雲母及び25m以下の白色・

灰色・褐色・茶色・黒色粒を含む

③ 弥 生 甕口縁部 ナ デ ナ デ
5YR5/4

にぶい赤褐

75YR5/4

にぶい褐

長石及び 2.5mm以 下の自色・灰色・

黒色・茶色・褐色粒 を含む

③ 弥生
甕胴部～

底部
3cコn

ハケの後

ナデ

ケヽの後

ナデ

75YR5/4

にぶい褐

75YR6/4

にぶい橙

黒雲母・長石及び 4mm以下の白色・灰色・

黒色・茶色・褐色粒を含む

③ 弥生
胴部～

底部
2 8crn

ナ デ 指圧痕・ハケ

ナデ

5YR5/6

明赤褐

5YR4/4

にぶい赤褐

長石及び3mm以下の自色・灰色・黒色・

茶色・褐色粒を含む
外面 に記号 (?)

③ 弥生 底 部 ナ デ ナ デ
10YR6/4

にぶい黄橙

10YR5/3

にぶい黄褐

石英・長石及び 3mm以下の自色・灰色・

黒色・褐色粒 を含む

282 ③ 弥生
蓋口縁～

胴部
32cm ナ デ

ナデ

指圧痕

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/3

にぶい黄橙

黒雲母・長石・石英及び 4mm以下の灰色・

黒色・茶色・褐色粒 を含む
不明遺構 よ り出土

③ 弥生 甕口縁 ナ デ ナ デ
10YR6/3

にぶい黄橙

10YR5/2

灰黄褐

黒雲母 。長石及び 2mm以下の自色・灰色・

茶色・黒色・褐色粒 を含む
不明遺構より出土

285 ③ 弥生 甕口縁 ナ デ ナ デ
10YR6/3

にぶい黄橙

10YR5/3

にぶい黄褐

黒雲母・長石及び 2mm以下の白色・灰色・

茶色・黒色・褐色粒 を含む
不明遺構 よ り出土

③ 弥 生 甕口縁 ナ デ ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/2

灰黄褐

黒雲母及び 2mm以下の白色・灰色・

茶色・黒色・褐色粒 を含む
不明遺構 よ り出土

③ 弥生 甕胴部 ナ デ ナ デ
75YR6/4

にぶい橙

10YR6/3

にぶい黄橙

黒雲母・長石・石英及び 3mm以下の白色・

灰色・茶色・黒色・褐色粒 を含む
不明遺構より出土

③ 弥生
蓋 口縁～

胴部
24crn

ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR5/2

灰黄褐

10YR5/2

灰黄褐

石英・長石及び 2mm以下の自色・灰色・

茶色・褐色粒を含む

③ 弥生 甕胴部
ナデ

貼付突帯
ナ デ

10YR5/2

灰黄褐

10YR4/1

褐灰

石英・長石及び 3mm以下の白色・灰色・

茶色・褐色粒 を含む

③ 弥生 発口縁 ナ デ ナ デ
75YR6/4

にぶい橙

7.5YR6/4

にぶい橙

4mm以下の灰色・茶色・黒色・褐色粒 を

含む

③ 弥 生 斐胴部 ナ デ ナ デ
10YR6/4

にぶい黄橙

75YR6/4

にぶい橙
長石及び灰色・茶色・黒色・褐色粒を含む

309 ③ 弥生 甕口縁 ナ デ ナ デ
75YR6/4

にぶい橙

75YR6/4

にぶい橙

長石及び 3mm以下の白色・灰色・黒色・

茶色・褐色粒 を含む

③ 土 師 杯底部 2 8crn ナ デ ナ デ
5YR5/6

明赤褐

5YR5/6

11■ 来 褐
石英・長石及び灰色・黒 色・褐 色粒 を含む

*出土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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第23図  包含層出土弥生時代以降遺物実測図 (2)(1/3)

(3)石 器

出土層位は、 3層、 5～ 6層、旧石器の遺物包含層、の大別して 3層 に分かれる。 3

層から出土した石器は、石鏃・石匙・石斧・磨石・礫器・景1片石器などで、使用されて

いる石材は、黒曜石 (姫 島産、針尾産)・ チヤート・頁岩・砂岩が多 く、なかには流紋

岩・安山岩・玉髄などもみられる。石鏃についてはすべてが打製石鏃で (1～ 24)、 平

面形やえぐりの有無などには様々なバリエーシヨンが見 られ、石匙については、横匙

(31な ど)・ 縦匙 (43)いずれも見られるが、横匙が大多数を占めている。その他、磨

石のほとんどは砂岩を石材としているが、51は尾鈴酸性砂岩を使用しており、また石斧

については、49は局部磨製石斧、50は磨製石斧でいずれもホルンフェルスを使用 してい

る。48の礫器については砂岩が使用されているが、表面で確認できる滑らかな面は研磨

か使用のためのものであろう。礫器や剥片石器については、掲載遺物の他に多数出土し

ているが、今回の報告書では紹介できていない。

5～ 6層から出土した石器は、石鏃 (25～30)・ 異形石器 (46047)・ 礫器・剥片石

器などで、使用されている石材は黒曜石 (姫島産、針尾産)・ チヤー ト・頁岩・砂岩が

多い。この層からの出土遺物についても、製品のみの紹介にとどまっており、剥片等に

ついては掲載できていない。

旧石器の石器については、 トレンチ調査で出土したごくわずかな量であるが、52のス

クレーパーは注目に値する。
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*ト ーン部分は、研磨面か ?

50

第27図 包含層出土石器実測図 (4)(2/3)
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第12表 包含層出土石器計測表

NO
整理

番号
器 種

出土

層位
石 材 長 (cm) 中冨(cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備 考

1 353 石鏃 ③ チャー ト

357 石鏃 ③ 黒曜石 0.1以 下

359 石鏃 ③ 黒曜石 0.1以 下

石鏃 (③ ) チャー ト

石 鏃 (③ ) チャー ト

石鏃 ③ チャー ト

7 石鏃 ③ チャー ト

355 石鏃 ③ チャー ト

石鏃 ③ 頁岩

367 石鏃 ③ 黒曜石

372 石鏃 (③ ) 流紋岩

石鏃 ③ 黒曜石

360 石鏃 ③ 黒日程石 黒曜石の産地は長崎県針尾

363 石鏃 ③ 黒曜石

石鏃 ③ チャー ト

375 石鏃 (③ ) 黒曜石 黒曜石の産地は大分県姫島

石鏃 (③ ) 頁岩

石鏃 ③ 黒Ⅱ程石

石鏃 (③ ) 黒曜石 脚部欠損

石鏃 (③ ) 黒曜石 先端部欠損

石鏃 ③ 頁岩 脚部欠損

346 石鏃 ③ 頁岩 先端部欠損

石鏃 (③ ) 安山岩

石鏃 ((〔])) 玉髄

335 石鏃 ⑥ 黒曜石 先端部欠損

石鏃 ⑥ チャー ト

373 石鏃 ⑥ 頁岩

331 石鏃 ⑥ 黒曜石 先端部欠損

石鏃 ⑥ チャー ト

石鏃 ⑥ 玉髄

327 石匙 ③ 頁岩

石匙 ③ 黒曜石 黒曜石の産地は大分県姫島

石匙 ③ 黒曜石 黒曜石の産地は長崎県針尾

石匙 ③ チャー ト

石匙 チャー ト SC-107よ り日L土

石匙 ③ 玉髄

342 石 匙 ③ 安山岩

石匙 ③ ホルンフェルス 49

石匙 (③ ) 頁岩

石匙 ③ 頁岩

石 匙 ③ 安山岩

石匙 安山岩

366 石匙 (③ ) チャー ト

石錘 チャー ト

石鏃 (未製品) ⑥ 黒曜石

377 異形石器 チャー ト

1 異形石器 ⑥ 頁岩

379 礫器 ③ 砂岩 石核の可能性も有り

磨製石斧 (③ ) ホルンフェルス 使用中に欠損の可能性有り

磨製石斧 (③ ) ホルンフェルス 212.2 基部欠損,研磨による仕上げは不明瞭

376 磨石 ③ 尾鈴酸性砂岩 597.3

スクレーパー ⑨～⑮ 頁岩 318.0

*出土層位については、第 3図 (P6)の層位番号を参照。尚( )の 層位については、確実ではないので注意。
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第 5節  まとめ

今回の調査では、①縄文時代前期から古代②縄文時代草創期から縄文時代早期、③旧

石器、と3枚確認されている文化層すべてにおいて、いわば部分的な範囲での記録作業

となった。

①の文化層については、現代耕作によリアカホヤ火山灰が削平されていない範囲での

調査となったが、確認された遺構で注目されるのは、端部にビットを有する土坑であろ

う。この土坑については、近隣の滑川第 1遺跡や山田第 2遺跡でも確認されているが、

構築されている地形はいずれもやや谷地形となり窪んだ所で、 2層及び3層が厚めに堆

積している場所である。用途については、棒状のものを立ててなんらかを貯蔵したので

はないか、など幾つかの推測が可能であるが、地下茎植物を採掘する際の痕跡というこ

とも充分にありえると考えられる。また、包含層より出土した遺物については、縄文時

代前期から古代までの幅広い時期の遺物が確認されているが、なかでも注目されるのは

密集して出土した曽畑式土器であろう。

次に②の文化層では、集石遺構が2つのグループで検出されている。似かよった集石

遺構が5基 まとまっているグループについては、他の状況はほとんど同じであるのにも

かかわらず、配石については持つものと持たないものいずれも存在していることが確認

されており、このことを整理していくと掘り込みの中に人頭大の扁平な礫を配置する目

的が明確になるのではないかと思われる。また大型の集石遺構の周りを小型の集石遺構

が囲むグループについては、大型の2基と小型の4基が無関係なのか、それとも互いに

なんらかの結びつきがあるのか定かではないけれども、現時点では “なんらかの関係が

ある"、 もう一歩踏み込んでいうと “大型の集石を使用する際に、礫の補充をするため

に小型の集石が使用されたのではないか"と いう推測が最も妥当だと思われる。また、

包含層から出土した遺物については、早期中葉から後葉にかけてのものがほとんどであ

った。

最後に③の文化層については部分的な調査を行ったが、小林軽石層の上下でわずかで

はあるがスクレーパーなどの遺物が確認されている。
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図版26 包含層出土縄文土器 (1)
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図版28 包含層出土縄文土器 (3)

図版29 包含層出土縄文土器 (4)
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図版35 包含層出土縄文土器 (10)
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図版37 包含層出土弥生時代以降遺物 (1) 図版38 包含層出土弥生時代以降遺物 (2)

15

図版39 包含層出土弥生時代以降遺物 (3)

銹
図版40 包含層出土弥生時代以
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図版43 包含層出土石器 (3)
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第 4章 白ヶ野第 4遺跡

熙
第 1節 調査過程について

白ヶ野第 4遺跡は、現代の耕作による削平が著 しく、縄文時代早期の文化層のみが残

存する状況であつた。遺構は削平を受けた部分に一部破壊 された状態で残っているケー

スが多 く、遺物は調査区北側中央のやや窪んだ範囲で集中して出土 した。傾斜のきつい

調査区東側については、 トレンチによる確認作業を数箇所で行ったが、遺構及び遺物は

確認されなかった。

―Z

4

T口‖f 「`
6

7

*

*

第28図  白ヶ野第 4遺跡基本土層図 (1/30)

1(1)橙色火山灰層 アカホヤ火山灰層

1(2)橙色火山灰層 米粒大の軽石層

2  黒褐色硬質土層 桜島嫁坂軽石を含む

3  茶褐色土層

4  黄掲色土層

5  黒褐色土層  硬質、クラックに 4が入る

6  灰褐色土層  霧島小林軽石層

7  茶褐色土層

*白 ヶ野第 1遺跡の 4(1)と 同層

*    ″    4(1)″

*      ″       5     ″

″         8      ″

″    9(1)″

1(m)

図版44 白ヶ野第 4遺跡全景
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匡目…・集石遺構

■ … 土坑

・ …・包含層出土遺物

第29図  白ヶ野第 4遺跡遺物及び遺構分布図 (1/400)
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①

ト

第 2節 遺構について

(1)土坑

土坑は、霧島・小林軽石層上面で 2基が切 り合う状態で検出された。埋土はいずれの

土坑 も黒褐色硬質土で、互いの新旧関係は不明である。又、埋土中には貝殻状痕文土器

片が数点 と焼礫が数十点入 り込んでいたため、構築時期については縄文時代早期が妥当

と思われる。用途については不明である。

E
O
∞

b8
1当

lm
― A′

L=99.80(m)

0                   1

第30図  SC-1・ 2実測図 (1/30)

(2)集石遺構

集石遺構は計 9基検出された。SI-1～ 4の 5基については、現代耕作の削平により
シラス上面まで露出した範囲で検出されたが、遺構の残存状態は割に良好であった。こ

れは 5基が構築された地形の傾斜がきつく各層の堆積が薄いため、集石遺構が使用され
た際の掘 り込み面からシラスまでの深さが比較的浅く、そのため遺構がシラスまで掘 り
込む状態で構築されたためだと推測される。又、SI-1～ 5については、自ヶ野第 1遺
跡でもみられたように、大型の集石遺構の周 りに小型の集石遺構が構築されていて、こ
れらは互いになんらかの関係をもちつつほぼ同時期に使用されたものと推測される。
SI-6。 SI-8に ついては縄文時代早期のものであるが、SI-1～ 5と の関係は不明で
ある。

図版45 SC-1・ 2検出

図版46
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H哩
SI-4

L=101.20(m)

第31図 Sl-1、 2、 3、 4、 5実測図 (1/30)

L=101.20(m)__

Sl-3

0

L=101.30(ml

L=101.20(m)

1(m)
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SI-9

L〓 100.40(m)

L=100.80(m)

CD  ° σ

L〓100.10(m)

///

Si-8

第32図  Si-6、 8、 9実測図 (1/30)

け

の

Sl-6

0           1(m)

第13表  白ヶ野第 4遺跡集石遺構観察表

σ
颯

ぃ　
デ粥場

」
艤

と
、

NO 検出面 時期
C14

年代

礫範囲
の直径
(m)

総礫数

(イ固)

総重量

(kg)

礫 14固

重 量

(kg)

掘込

有無

上端
直径
(m)

掘込み
の深さ

(m)

礫
姉
糊

底石

有無

炭化物

有無

SI-1(1) ⑮ 早期 8220 有 極密 鉦
¨

有

SI-1(2) ⑮ 早期 有 疎 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-2 ⑮ 早期 8270 有 極密 鉦
¨

有

SI-3 ⑮ 早期 2620 337 有 0.55 極密 缶
¨

炭化粒のみ

SI-4 ⑮ 早期 有 極疎 征
¨

炭化粒のみ

SI-5 ⑨ 早期 有 疎 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-6 ⑥ 早期 鉦
¨

極疎 缶
¨

缶
ヽ

SI-8 ⑥ 早期 有 密 鉦
¨

炭化粒のみ

SI-9 ⑥ 早期 有 極疎 鉦
¨

炭化粒のみ

*検出面については、第 3図 (P6)の層位番号を参照
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図版47 白ヶ野第 4遺跡集石群 図版50 Sl-2①

岬

図版48 SI-1(1)
■| ●■  .

図版51 Sl-2②
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図版52 S:-2③図版49 Sl-3



図版53 Sl-4 図ll154 SI‐-5

図版55 Sl-6 図版56 SI-8

図版57 Si-9 図版58 石製腕輸出土状況
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第 3節 包含層出上の遺物について

(1)縄文土器

土器は早期中葉から早期末までのものがほとんどで、 5層上位から6層下位にかけて

出土している。各時期の遺物が各層から出土するわけではなく、すべてが混在する状況

で出土している。これらは大別して貝殻文系土器 (A類 )、 押型文系土器 (B類 )、 平椿

式土器 (C類 )、 塞ノ神式土器 (D類 )、 貝殻条痕文土器 (E類 )の 5類に分類可能で、

それぞれの特徴は以下のとおりである。

A類 (1～ 24)

A類は貝殻による施文と円筒形を呈する深鉢形の器形を特徴とする。これらはさらに

A(1)類からA(5)類 に細分化した。

A(1)類 は、外面に貝殻条痕文を施し、 1～ 3については口縁部外面に刻み目あるい

は刺突文を施している。また 1～ 4・ 8についてはバケツ状に近い形状となるが、

5～ 7については口縁端部がゆるやかに外反する。

A(2)類 は、外面に貝殻条痕文の地文を施しその後貝殻腹縁刺突文を施している。前

平式土器と思われる (9)。

A(3)類は、いわゆる辻タイプといわれるもので、器面にハの字型の短沈線文を施す

(10～ 12)。 13014は 短沈線文に加えて沈線文を、15～ 17は短沈線文に加えて貝殻腹

縁刺突文を施す。

A(4)類 は、外面に貝殻腹縁刺突文を施すもので、下剥峯式土器と思われる (18～ 24)。

A(3)類 とA(4)類 については、互いの範疇が不確定な部分が多少あるため、分類に今

後さらなる検討を重ねる必要があろう。

B類 (25～ 37)

B類は押型文土器で、 B(1)類 からB(4)類 に細分化した。          ク

B(1)類 は、日縁部がゆるやかに外反するもので (25～ 30)、 文様は山形押型文、楕

円押型文いずれも施文されており、施文はすべて外面が縦方向、内面が横方向、日

唇部が横方向である。また、形状についてはそれを考察できるだけの残存度を有す

る資料がほとんどないため、断定するのは困難である。

B(2)類 は、日縁部がわずかに内湾するもので (31)、 文様は外面に縦方向の山形押

型文を施し、日唇部及び内面はナデ調整が行われている。

B(3)類は、楕円形の小さな突起物を有する棒状工具の回転によると見られるいわゆ

るネガテイブ楕円文を施すもので、胴部 1点 (32)の 出土で形状は不明である。B

(4)類 は、その他の押型文ですべて胴部である。 (33～ 37)

C類 (38～ 40)

C類は平権式土器で、口縁部 3点のみの出土である。いずれの土器片も形状を考察す

るに足 りうる残存度は有していない。この 3点 をC(1)類 とC(2)類 に細分化した。

C(1)類 は、日縁部の回唇下に小型の三角形状の突帯を巡らすもので、その突帯には

刻目状の沈線を、外面には沈線及び連点文を施している (38039)。

C(2)類 は、日縁部に幅広の薄手の肥厚帯をもつもので (40)、 肥厚帯には沈線文
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(直線 。弧状)と刺突文を施している。

D類 (41～ 58)

D類は塞ノ神式土器で、撚糸文系と貝殻文系に分けられる。ここでは撚糸文系がD(1)

類、貝殻文系がD(2)類、それ以外をD椰 )類 と細分化した。

D(1)類は、そのほとんどが円筒形の胴部にラッパ状に開いた口縁部がつ くものと推

測される。外面には撚糸文に加え沈線文を施し、内面はナデ調整を行っている。

D(2)類 は、ラッパ状に外反する口縁部 (49～52)と 張 りのやや弱い胴部につながる

頸部 (53～55)が出土している。49051・ 52は外面に貝殻腹縁による刺突文、50は

それに加え棒状工具による沈線文を施しており、50052は 口唇部に貝殻腹縁による

刻目状の刺突文を施している。53～55については、外面に貝殻腹縁による刺突文と

棒状工具による沈線文を施している。

D(3)類は、塞ノ神式土器ではあるがD(1)類 ・D(2)類のいずれに属するものかが不明

なものである。 (56～ 58)。 56については唯一の底部であるが、やや上げ底気味の平

底である。

E類 (59～ 66)

E類は外面に貝殻条痕文を施し、内面は貝殻条痕文のあとナデ調整を施している一群

である。

0                    10(cm)

第33図 包含層出土縄文土器実測図 (1)(1/3)
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第34図 包含層出土縄文土器実測図 (2)(1/3)
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第14表 包含層出土縄文土器観察表 (1)

NO
物
理
号

遺
整
番

出土

層位
分類 部 位

文様及び調整 色 調 胎 土
備 考

タト面 内 面 タト 面 内 面 石 英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

⑥ A(1) 口縁
口縁部に亥1目

貝殻条痕文
ナ デ

5YR7/2

明褐灰

25YR7/2

明赤灰
○

○

lmm以 下
口唇部がナデ

⑥ A(1) 口縁
口縁部に刻目

貝殻条痕丈
ナ デ

10YR5/4

にぶい黄褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○ ○

○

2mm以 下

岩本式土器 (?)

口唇部が連続刻目

⑥ A(1) 口縁
口縁部に刺突文

貝殻条痕文
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

lmm以 下
口唇部がナデ

⑥ A(1) 口縁 貝殻条痕文 ナ デ
10YR6/3

にぶい黄橙

10YR7/1

灰白
○

○

lmm以 下
口唇部がナデ

5 ⑥ A(1) 口縁
口縁部がナデ

貝殻条痕文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○

2mm以下
口唇部がナデ

128 ⑥ A(1) 口縁 貝殻条痕文 ナ デ

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○

○

2mm以 下
口唇部がナデ

⑥ A(1) 口縁 貝殻条痕文 ナ デ
10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/3

にぶい黄橙
○

○

lmm以 下
口唇部がナデ

8 ⑥ A(1) 口縁 貝殻条痕文 ナ デ
10YR6/4

にぶい黄橙

75YR5/4

にぶい褐
○

○

lmm以 下
口唇部が荒いナデ

9 ⑥ A(2)
貝殻条痕文

貝殻月翡 刺突

貝殻条痕文

ナデ

10YR7/2

にぶい黄橙

5YR7/2

明褐灰
○ ○

○

2mm以下
前平式上器

⑥
短沈線文

(ハの字 )

ナ デ
75YR5/3

にぶい褐

10YR4/2

灰黄褐
○

○

3mm以下
辻 タイプ

⑥ A(3) 胴 部
短沈線文

(ハ の字)

ナ デ
75YR5/4

にぶい褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○

3mm以下
辻タイプ

⑥ A(3)
短沈線文

(ハの字 )

ナ デ
75YR4/2

灰褐

10YR4/2

灰黄褐
○

○

3mm以下
辻 タイプ

⑥ A(3)
短沈線文(ハの字)

沈線文
ナ デ

7.5YR5/4

にぶい褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○

○

2mm以下
辻 タイプ

⑥ A(3) 口縁
短it線文|ヽの字)

沈線文
ナ デ

5YR5/4

にぶい赤褐

5YR5/4

にぶい赤褐
○ ○

○

lmm以 下

辻 タイプ

ロ唇部がナデ

⑥ A(3)
短it線文(ハの字)

貝殻腹縁刺突
ナ デ

75YR4/3

褐

75YR5/4

にぶい褐
○ ○

○

3mm以下
辻 タイプ

⑥
短iL線文|ヽの字)

貝殻腹縁刺突
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

75YR4/3

褐
○ ○

○

5mm以下
辻 タイプ

⑥
短沈線文(ハの字)

刺突文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○

2mm以下
辻 タイプ

⑥ A(4) 貝殻腹縁刺突 ナ デ
7.5YR4/3

褐

7.5YR5/4

にぶい褐
○ ○

○

2mm以下
下剥峯式土器

⑥ A(4) 貝殻腹縁刺突 ナデ
75YR5/4

にぶい褐

75YR5/4

にぶい褐
○

〇

3mm以下
下剥峯式土器

⑥ A(4) 口縁 貝殻腹縁刺突 ナ デ
75YR5/3

にぶい褐

75YR4/3

褐
○

○

3mm以下

下剥峯式土器

口唇部がナデ

⑥ A(4) 貝殻腹縁刺突 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○

3mm以下
下剥峯式土器

⑥ A(4) 胴部 貝殻腹縁刺突 ナ デ
5YR5/4

にぶい赤褐

7.5YR5/3

にぶい褐
○

○

2mm以下

下剥峯式土器

剥潟E有 り

⑥ A(4) 貝殻腹縁刺突 ナ デ
75YR5/3

にぶい褐

75YR5/4

にぶい褐
○

○

2mm以 下
下最1峯式土器

⑥ A(4) 貝殻腹縁刺突 ナ デ
75YR5/3

にぶい褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○ ○

○

3mm以下
下剥峯式土器

⑥ 口縁 山形押型文(タ テ) 山形押型文(ヨ コ)

10YR4/2

灰黄褐

5YR5/4

にぶい赤褐
○ ○

○

3mm以 下
口唇部 に山形押型文 (ヨ コ )

⑥ 口縁 山形押型文(タ テ) 山形押型文(ヨ コ
)

75YR5/3

にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○

2mm以 下
口唇部 に山形押型文 (ヨ コ )

⑥ 口縁 ナ デ
山形押型文(ヨ

コ
)

ナデ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○

3mm以下
口唇部に山形押型文 (ヨ コ)

⑥ 口縁 楕円押型文(タ テ) 楕円押型文(ヨ コ)

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以 下
口唇部 に楕円押型文 (ヨ コ )

⑥ 口縁 楕円押型文(タ テ) 情円押型文(ヨ コ
)

10YR4/2

灰黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○

2mm以 下

口唇部 に楕円押型文 (ヨ コ )

剥離有 り

⑥ 口縁 楕円押型文(タ テ)

楕円押型文(ヨ コ
)

ナデ

10YR4/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以 下
口唇部に楕円押型文 (ヨ コ )

⑥ B(2) 口縁 山形押型文(タ テ) ナ デ
5YR4/3

にぶい赤褐

75YR4/2

灰褐
○ ○

○

3mm以 下
口唇部がナデ

⑥ 胴部 楕円押型文 ナ デ
10YR5/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○

2mm以 下

⑥ 山形押型文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/2

灰黄褐
○ ○

○

2mm以 下

⑥ 山形押型文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

5mm以 下

*出 土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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第15表 包含層出土縄文土器観察表 (2)

物
理
号

遺
整
番

土

位

出

層
分 類 部位

文様及び調整 色 調 胎 土

備 考
外  面 内 面 タト面 内  面 石 英 長石 キンウンモ クロウンモ 砂 粒

44 ⑥ 山形押型文 ヘラナデ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

lmm以 下

⑥ 楕弓理型文 ナ デ
25Y5/2

暗灰黄

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

3mm以下

⑥ 胴部 楕円押型文 ナ デ
75YR4/3

褐

75YR5/3

にぶい褐
○ ○ ○

○

4mm以下

⑥ 口縁
日緑部に三角形状突予

沈線・連点文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○

2mm以下

平杵式土器

口唇部に沈線文

⑥ C(2) 口縁
日縁部に三角形状突掃

沈線・連点文
ナ デ

75YR4/2

灰褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○

2mm以下

平杵式土器

口唇部に沈線文

⑥ C(2) 口縁
日縁部に幅広肥厚帯

沈線・連点文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

75YR5/4

にぶい褐
○ ○

○

2mm以下
平栴式土器

⑥ 口縁
撚糸文

沈線文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

25Y6/3

にぶい黄
○ ○

○

2mm以下

塞ノ神式土器 (撚糸文系)

口唇部に短沈線文(羽 状)

⑥ 胴部
撚糸文

沈線文
ナ デ

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/3

にぶい黄橙
○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (撚糸文系 )

⑥ 胴部
撚糸文

沈線文
ナ デ

25Y6/2

灰黄

10YR6/4

にぶい黄橙
○

○

2mm以 下
塞ノ神式土器 (撚糸文系)

⑥ 胴部
撚 糸文

沈線文

ナ デ 10YR6/2

灰黄褐

25Y6/2

灰黄
○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (撚糸文系 )

⑥ 胴部
撚糸文

沈線文
ナ デ

10YR7/3

にぶい黄橙

10YR7/3

にぶい黄橙
○ ○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (撚糸文系)

⑥ 胴部 撚糸文 ナ デ
10YR6/2

灰黄褐

10YR6/3

にぶい黄橙
○ ○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (撚糸文系 )

47 ⑥ 胴部
撚糸文

沈線文
ナ デ

10YR5/4

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

○

lmm以下
塞ノ神式土器 (撚糸文系)

⑥ 胴部
撚糸文

沈線文
ナ デ

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/4

にぶい黄橙
○ ○

○

lmm以下

塞ノ神式土器 (撚糸文系)

剥離有り

49 ⑥ 口縁
ナデ

貝殻腹縁刺突
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○ ○

○

2mm以下

塞ノ神式土器 (貝殻文系)

口唇部がナデ

⑥ D(2) 口縁
ナデ・貝殻麟 刺突

沈線文
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

75YR4/3

褐
○ ○ ○

○

3mm以下

塞ノ神式土器 (貝 殻文系)

口唇部に貝殻腹縁刺突

⑥ D(2) 口縁
ナデ・貝殻腹縁刺突

沈線文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/2

灰黄褐
○ ○

○

2mm以下

塞ノ神式土器 (貝 殻文系 )

口径32cm

⑥ 口縁
貝殻条痕文・ナデ

貝殻腹縁刺突
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

75YR5/3

にぶい褐
○ ○ ○

○

2mm以下

塞ノ神式土器 (貝 殻文系)

口唇部に貝殻腹縁による刺突

⑥ D(2) 頭部
貝殻腹縁刺突

沈線文

貝殻条痕文

ナデ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (貝 殻文系 )

⑥ D(2) 頭部
貝殻腹縁才l突

沈線文
ナ デ

10YR4/2

灰黄褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以 下
塞ノ神式土器 (貝 殻文系)

⑥ D(2) 頭部
貝殻腹縁刺突

沈線文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR4/3

にぶい黄褐
○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (貝 殻文系)

⑥ 底部 沈線文 ナ デ
75YR5/3

にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以下
塞ノ神式土器 (?)

⑥ 胴部 沈線文 ナ デ
10YR5/2

灰黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○ ○

○

2mm以下
塞 ノ神式土器 (?)

⑤ 胴部 沈線文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○

3mm以下
塞ノ神式土器 (?)

⑤ 口縁 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

25Y4/2

暗灰黄

2.5Y4/2

暗灰黄
○ ○

○

2mm以下
口唇部に連続刻 目

⑤ 口縁 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

25Y4/2

暗灰黄

10YR4/2

灰黄褐
○ ○

○

2mm以下
口唇部に連続刻 目

⑤ 口縁 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

75YR4/3

にぶい黄褐

7.5YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以 下
口唇部に連続刻 目

⑤ 口縁 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

75YR4/2

灰褐

75YR5/3

にぶい褐
○ ○

○

3mm以 下
口唇部に連続刻目

⑤ 胴部 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

75YR5/4

にぶい褐

25Y5/2

暗灰黄
○ ○

○

2mm以 下

⑤ 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

75YR5/4

にぶい褐

75YR5/4

にぶい褐
○ ○

○

4mm以下

⑤ 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

75YR6/4

にぶい橙

10YR5/3

にぶい黄褐
○ ○

○

2mm以下

⑤ 貝殻条痕文
貝殻条痕文

ナデ

10YR5/2

灰黄褐

10YR5/2

灰黄褐
○

○

lmm以 下

*出土層位ついては、第3図 (P6)の層位番号を参照
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(2)石 器

表土より採集された 6の石匙 (横匙)の他は、すべてが縄文時代早期の包含層から出

土している。

出土した石器は、石鏃・石匙 0石錐・石斧・石核・垂飾・腕輪・礫器・剥片などで、

使用されている石材は黒曜石 (姫島産・針尾産)・ チャー ト・頁岩・砂岩が多い。

石鏃 (1～ 5)は、石材が姫島産の黒曜石のものが多 く、その他には流紋岩や頁岩が

使用されており、平面形やえぐりの有無については様々なバリエーシヨンが見られる。

また 6の石錐は安山岩、10の石斧はホルンフェルス、石核は砂岩 (11)と 頁岩 (12)

が使用されている。

13014の 腕輪については、ノジュールの化石の部分をくり貫いて作られた可能性が高

く、 9の垂飾は蛇紋岩を加工して作 られている。

第16表 包含層出土石器計測表

NO
整理

番号
器 種

出土

層位
石 材 長 (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 備 考

5 石鏃 ⑤～⑥ 黒曜石 黒曜石の産地は長崎県針尾

7 石鏃 ⑤～⑥ 流紋岩

石鏃 ⑤～⑥ 黒曜石 黒曜石の産地は大分県姫島、先端部。基部欠損

石鏃 ⑤～⑥ 黒曜石

石鏃 ⑤～⑥ 黒 R翌石 黒曜石の産地は大分県姫島

石匙 表採 チャー ト

7 石錐 ⑤～⑥ 安山岩

石鏃 (未製品) ⑤～⑥ 頁岩

垂飾 ⑤～⑥ 蛇紋岩

石斧 ⑤～⑥ ホルンフェルス 38.2

石核 ⑤～⑥ 砂岩

石核 ⑤～⑥ 頁 岩 422.5

腕輪 ⑤～⑥ 酸性砂岩

腕輪 ⑤～⑥ 酸性砂岩

*出土層位については、第 3図 (P6)の層位番号を参照
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第38図 包含層出土石器実測図 (1)(2/3)
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0                     5(cm)

第39図 包含層出土石器実測図 (2)(2/3)

第 4節  ま とめ

白ヶ野第 4遺跡は、現代の耕作によりかなりの削平を受けており、縄文時代早期の包

含層のみが残存する状況であった。又、その残存範囲は、当台地でよく見られる水穴に

より陥没したのではないかと思われる円形の窪んだ地形になっており、その影響からか

縄文時代早期中葉から後葉にかけての遺物が混在して出土する状況であった。出土遺物

のなかでは、特に垂飾と腕輪が縄文時代早期に当遺跡で暮らす人々の精神生活を知る上

での貴重な資料であるが、同台地上の他の遺跡で出土した装身具とあわせてさらなる検

討を加えていきたい。

遺構については、縄文時代早期の土坑と集石遺構が確認されており、特に集石遺構に

ついては、自ヶ野第 1遺跡でもみられた大型のものの周 りに小型のものが作られるケー

スが、白ヶ野第 1遺跡を見下ろす当遺跡でもみられたのは非常に興味深い事実である。
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図版59 包含層出土縄文土器 (1) 図版60 包含層出土縄文土器 (2)
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図版61 包含層出土縄文土器 (3)
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⑮

包含層出土縄文土器 (4) 図版63 包含層出土縄文土器 (5)

46

図版 62
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図版65 包含層出土石器 (1)
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清 武 町、 自 ケ野 第 1遺 跡 の 自然 科 学 分 析

株 式 会 社 古環 境 研 究 所

白 ヶ野 第 1遺 跡 の 土層 とテ フ ラ

1。 は じめ に

自 ケ野 第 1遺 跡 の発 掘 調 査 で は、 遺 跡 の位 置 す る台 地 上 に形 成 され た い わ ゆ る

火 山灰土 の 良 好 な 土層 断 面 が 作 成 され た。 そ こで 本 遺 跡 に お い て 地 質 調 査 を行 つ

て 土層 の層 序 を記 載 す る と と も に、 起 源 が 不 明 な テ フラ につ い て、 テ フ ラ検 出 分

析 と屈 折 率 浪I定 に よ り示標 テ フ ラ との 同定 を行 い、 土層 の堆 積 年 代 に 関 す る資 料

を収 集 す る ご とに な った。 調 査 分 析 の 対 象 とな っ た 地 点 は、 深 掘 トレンチ お よび

40号 土墳 で あ る。

2。 土層 の 層 序

(1)深 掘 トレ ンチ

白ケ野 第 1遺 跡 の基 本 的 な 土層 断 面 が 認 め られ た この 地 点 で は、 下 位 よ り乳 黄

白色砂 質細 粒
‐
火 砕 流堆 積 物 (層 厚 10cm以 上 )、 暗 褐 色 土 (層 厚 24cm)、 乳 白色 細

粒 火 山灰 層 (層 厚 8 cm)、 暗 褐 色 土 (層 厚 4 cm)、  自色 が か つ た褐 色 土 (層 厚 4

cm)、 灰 色 が か つた暗 褐 色 土 (層 厚 l cm)、 黄 色 軽 石 層 (層 厚 H cm,軽 石 の 最 大

径 7 mm)、 褐 色 土 (層 厚 4 cm)、 黄 色 軽 石 に富 む 褐 灰 色 砂 層 (層 厚 9 cm)、 灰 色

が か った 暗 褐 色 土 (層 厚 33cm)、 橙 色 細 粒 火 山灰 層 (層 厚 4 cm)、 灰 色 が か つた

暗 褐 色 土 (層 厚 7 cm)の 連 続 が 認 め られ た (図 1)。 これ らの うち、 最 下 位 の乳

黄 白色砂 質細 粒 火砕 流 堆 積 物 は、 層 相 か ら約 2.2-2.5万 年 前 に始 良 カル デ ラ か ら噴

出 した姶 良 入 戸 火 砕 流 堆 積 物 (A― Ito,荒 牧 ,1969,町 田 0新 井 ,1976)に 同定 さ

れ る。

最 上 位 の灰 色 が か つた 暗 褐 色 上 の上 面 に は、 軽 微 な 凹 凸 が 認 め られ、 この 層 準

に不 整 合 の 存 在 す る可 能 性 が 考 え られ る。 この軽 微 な 凹 凸 の 上位 には、 さ らに下

位 よ り褐 色 土 (層 厚 19cm)、 褐 色 土 の ブ ロ ツク混 じ り暗褐 色 土 (層 厚 9 cn)、 黒

褐 色 土 (層 厚 9 Cm)、 黄 色 粗 粒 火 山灰 混 じ り黒 色 土 (層 厚 9 cm)、 黒 色 土 (層 厚

7 cm)、 成 層 した テ フ ラ層 (層 厚 25cm)、 暗褐 色 土 (層 厚 12cm)、 褐 色 土 (層 厚

23cm)、 黒 灰 色 表 土 (層 厚 15cm)が 認 め られ る。

これ らの 土層 の うち、 成 層 した テ フ ラ層 は、 下 部 の 黄橙 色 軽石層 (層 厚 3 cm,
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軽 石 の 最 大 径 4 mm,石 質 岩 片 の 最 大径 3 mm)、 黄 橙 色細 粒 火 山灰 層 (層 厚 22cm)

か ら構 成 され て い る。 この テ フ ラ層 は、 そ の 層 相 か ら約 6,300年 前 に鬼 界 カ ル デ ラ

か ら噴 出 した鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山灰 (K―Ah,町 田 0新 井 ,1978)に 同定 され る。

(2)40号 土墳

40号 土墳 の覆 土 は、 下 位 よ り暗褐 色 土 (層 厚 57cm)と 砂 質 褐 色 土 (層 厚 13cm)

か らな る (図 2)。

3。 テ フ ラ検 出分 析

(1)分 析 試料 と分 析 方 法

深 掘 トレンチ お よび 40号 土 墳 にお いて、 テ フ ラ粒 子 が 認 め られ た 6点 の 試 料 に

つ い て、 テ フ ラ検 出分 析 を行 つて示標 テ フ ラ の検 出 同定 を試 み た。 分 析 の 手 1贋 は

次 の 通 りで あ る。

1)試 料 10gを 秤 量。

2)超 音 波 洗浄装 置 に よ り泥 分 を除去。

3)80° Cで 恒 温 乾 燥。

4)実 体 顕 微鏡 下 で テ フ ラ粒 子 の特徴 を観 察。

(2)分 析 結 果

テ フ ラ検 出分 析 の結 果 を 表 1に 示 す。 深 掘 トレンチ試料 番 号 5お よび 4に は、

平 板 状 の いわ ゆ るバ ブル 型 ガ ラ スが多 く含 まれ て い る。 繊 維 束 状 の軽 石 型 ガ ラ ス

も少 量認 め られ る。 火 山 ガ ラ ス の色調 は 透 明 で、 淡褐 色 の 火 山 ガ ラス も少 量 含 ま

れ る。 これ らの火 山 ガ ラ ス は、 その特徴 か ら、 A― Itoあ るいは そ の co― ignimbrite

ashで あ る姶 良 Tn火 山灰 (AT,町 田,1976)に 由来 す る もの と思 わ れ る。 試 料 番

号 5お よび 4の 土 層 とも に、 層 理 が認 め られ な い こ とか ら、 これ らの テ フ ラ を起

源 とす る風 成 再 堆 積層 の可 能 性 が大 きい。

試 料 番 号 3に は、 黄 色 軽 石 (最 大径 7。 lmm)が 多 く認 め られ た。 また 試 料 番 号 2

は 細 粒 で、 軽石 や ス コ リア な どを検 出 す る こ とは で きな か った。 さ らに 試 料 番 号

1に は、 バ ブル 型 ガ ラ ス や 繊 維 東状 の軽 石 型 ガ ラ スが比 較 的 多 く含 まれ て い る:

火 山 ガ ラ ス の色 調 は、 透 明 や 淡 褐 色 で あ る。 これ らの火 山 ガ ラ ス は、 そ の特 徴 か

ら、 下位 に あ るA― Itoや ATに 由来 す る と思 わ れ る。

40号 土墳 試料 番 号 1に は、 暗褐 色 ス コ リア (最 大 径 4。 8Ⅲ皿)が 多 く含 まれ て い る。
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この ス コ リア は、 そ の 岩 相 か ら従 来 788(延 暦 7)年 に霧 島火 山御 鉢 火 口 か ら噴 出

した と考 え られ、 霧 島 延 暦 御 鉢 テ フ ラ (Kr-OhE,町 田・ 新 井 ,1992)と 命 名 さ れ

て きた霧 島高 原 ス コ リア (Kr― ThS,井 ノ上 ,1988,早 田 ,1996印 刷 中 )に 由来 す

る と考 え られ る。 この テ フ ラ に つ いて は、 最 近 加 速 器 質 量 分 析 法 に よ る放 射性 炭

素 年代 測 定 の結 果 な どか ら、 10-13世 紀 の 可 能 性 が指摘 されて い る (奥 野 ,1996)。

4。 屈 折 率 測 定

(1)測 定 試 料 と測 定 方 法

深 掘 トレ ンチ の試 料 番 号 1、  2、  3に つ い て、 位 相 差 法 (新 井,1972)に よ っ

て屈 折 率 測 定 を行 い、 従 来 噴 出年 代 の 知 られ て い る示標 テ フ ラ との 同定 精 度 を さ

らに 向上 させ る こ とに した。

(2)測 定 結 果

屈 折 率 の測 定 結 果 を表 2に 示 す。 試 料 番 号 3に は、 重 鉱 物 と して、 斜 方 輝 石 や

単 斜 輝 石 が含 まれ て い る。 斜 方輝 石 の屈 折 率 (γ )は、 1。 705-1。 707で あ る。 この

テ フ ラに つ いて は、 層 相 も合 わ せ る と、 約 1.4-1。 6万 年 前 に霧 島火 山 か ら噴 出 した

霧 島 小林 軽 石 (Kr―Kb,伊 田 ほか ,1956,町 田・ 新 井,1992,早 田,1996印 刷 中 )

に 同定 さ れ る。

試 料 番 号 2に は、 斜 方輝 石 の ほ か に 少 量 の単 斜 輝 石 が 含 まれ て い る。 斜 方 輝 石

の屈 折 率 (γ )は 、 1。 706-1.712で あ る。 この テ フラは、 層相 お よび 斜 方輝 石 の屈

折 率 な どか ら、 約 1。 1万 年 前 に桜 島 火 山 か ら噴 出 した桜 島 薩摩 テ フ ラ (Sz― S,小 林 ,

1986,町 田 0新 井 ,1992)に 同定 され る。

さ らに 試料 番 号 1に も、 重 鉱 物 と して斜 方輝 石 の ほか に少量 の単斜 輝 石 が 含 ま

れ て い る。 斜 方輝 石 の屈 折 率 (γ )は 、 1.706-1。 711で あ る。 この テ フ ラ は、 岩 相、

層 位 さ らに斜 方輝 石 の屈 折 率 な どか ら、 桜 島嫁 坂 軽石 (SZ一 Ym,早 田,1996印 刷 中 )

に 由来 す る と考 え られ る。 お そ ら く桜 島末 吉 軽 石 (Sk― Sb,森 脇 ,1994)と 呼 ば れ

て い る約 6,500年 前 の テ フラに 同定 さ れ る と考 え られ る。

5。 小結

白 ヶ野 第 1遺 跡 の 土層 の堆 積 年 代 に 関 す る資 料 を収集 す るた め に、 地 質調 査 と

テ フ ラ検 出分 析 さ らに屈 折 率 沢J定 を行 っ た。 そ の結果、 下 位 よ り姶 良 入 戸 火 砕 流

堆 積 物 (A― Ito,約 2。 2-2。 5万 年 前 )、 霧 島 小林 軽石 (Kr―Kb,約 1.4-1.6万 年 前 )、
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桜 島薩 摩 テ フ ラ (Sz― S,約 1。 1万 年 前 )、 桜 島嫁 坂 軽 石 (SZ― Ym)、 鬼 界 ア カ ホ ヤ

火 山灰 (K―Ah,約 6,300年 前 )、 霧 島 高 原 ス コ リア (Kr― ThS,lo-13世 紀 )を 検 出

す る こ とが で きた。 と くに Kr― ThSと の層 位 関係 か ら、 40号 土墳 の構 築 は 13世 紀 以

前 と推 定 され る。
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表 1 自 ヶ野 第 1遺 跡 に お け るテ フ ラ検 出分 析 結 果

地 点    試料    軽 石 ・ ス コ リア 火 山 ガ ラ ス

量    色 調  最 大 径   量   形 態   色調

深 掘     1 _  一   ++ bw〉 pm 透 明 ,淡 褐

2

3  ++十 黄   7。 1   -   一

4 ―   ―   十 十 十 bw〉 p皿  透 明 ,淡 褐

5 一   一   十 ++bW〉 pm 透 明 ,淡 褐

40号 土墳   1  ++十  暗 褐  4。 8   -   一    一

+十 ++:と くに多 い ,十 +十 :多 い,++:中 程 度 ,+:少 な

い,一 :認 め られ な い 。 最 大 径 の 単 位 は,mm.

表 2 白 ヶ野 第 1遺 跡 に お け る屈 折 率演I定 結 果

試 料  重 鉱 物  火 山 ガ ラ ス の屈 折 率 (n)斜 方輝 石 の屈 折 率 (γ )

l   opx>cpx

2   opx>cPx

3   opx,cpx

1。 706-1.711

1。 706-1。 712

1。 705-1。 707

opx:斜 方輝 石 ,Cpx:単 斜 輝 石 ,hO:角 閃石 .屈 折 率 の 測定 は,位 相

差 法 (新 井 ,1972)に よ る◆ ()の 数 字 は 中央 値 を示 す。
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K― Ah

Sz一 Ym

Sz― S

Kr― Kb

日
□

□
□
％
囮
□
□
□

軽 石

火 山 豆 石

粗 粒 火 山灰

細 粒 火 山灰

黒 色 土

黒 褐 ～ 黒灰 色 土

暗 褐 ～ 暗灰 褐 色 土

褐 色 土

砂

３

　

４

　
５

図 1 深 掘 トレ ンチ の 土 層 柱 状 図

数 字 は テ フ ラ 分析 の 試料 番 号

A― Ito

Kr― ThS

―  基 底

40号 土墳 の 土 層 柱 状 図

数 字 はテ フ ラ分析 の試 料 番 号

図 2
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H.白 ヶ野第 1遺 跡 に お け る放 射 性 炭 素年 代 測 定 結 果

1。 試料 と方 法

試 料 名  地 点 ・ 層 準      種 類     前 処 理 ・ 調 整   測 定 法

hl  霧 島 小林 軽 石     土 壌     酸 洗 浄      加 速 器 質 量

直 下 層              石 墨 調 整     分 析 (AMS)法

m2  始 良 入 戸火 砕 流    土壌     酸 洗 浄 β線法
堆 積 物 直 上層 低 濃 度 処 理

ベ ンゼ ン合 成

2。 測 定 結 果

試 料 名  14c年 代    δ13c 
補 正

14c年
代   暦 年 代      測 定 h

(年 BP)  (‰ )  (年 BP)  交 点 (lσ )  (Beta― )

NQ l     13050」ヒ60    -23◆ 8    13070± 60        -

NQ 2     14390」ヒ100   -24。 9    14390」ヒ100       -

992014

992015

1)14c年 代 測 定 値

試 料 の 14c/12c比 か ら、 単 純 に現 在 (1950年 AD)か ら何 年 前 (BP)か を計 算 し

た値。
14cの

半 減 期 は 5,568年 を 用 い た。

2)δ 13c測
定 値

試料 の測定
14c/12c比 を補正 す るための炭素安定 同位体比 (13c/12c)。 こ

の値 は標 準物 質 (PDB)の 同位体 比か らの千分偏差 (‰ )で 表 す。

3)補 正
14c年

代値

δ 13c測
定値 か ら試料 の炭素 の同位体分別 を知 り、 14c/12cの 測定値 に補 正値

を加 えた上で算 出 した年代。

4)暦 年代

過 去 の宇宙線 強度の変動 によ る大気 中
14c濃 度 の変動 を補正 す ることに よ り算

出 した年代 (西 暦 )。 補正 には年代既知 の樹木年輪 の 14cの
詳細 な測定値 を使 用

した。 この補 正 は 10,000年 BPよ り古い試料 には適用で きない。
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Ⅲ。 白 ヶ野 第 1遺 跡 に お け る植 物 珪 酸 体 分 析

1. は じめ に

植 物 珪 酸 体 は、 植 物 の 細 胞 内 に ガ ラ ス の 主成 分 で あ る珪 酸 (Si02)が 蓄 積 した

もの で あ り、 植 物 が枯 れ た あ とも微化 石 (プ ラ ン ト・ オ パ ー ル )と な って 土 壌 中

に半 永 久的 に残 って い る。 植 物 珪 酸 体 分 析 は、 この 微 化 石 を遺 跡 土 壌 な どか ら

検 出 す る方 法 で あ り、 イ ネ をは じめ とす るイ ネ科 栽 培 植 物 の 同定 お よび 古 植 生 0

古 環 境 の推 定 な どに応 用 され て い る (杉 山 ,1987)。

2.試 料

試 料 は、 深掘 トレ ンチ の K― Ahの 上層 か らKr― Kbの 下 層 まで の層 準 か ら採 取 され た

計 17点 で あ る。 試 料 採 取 箇 所 を分 析 結 果 の柱 状 図 に示 す。

3◆ 分 析 法

植 物 珪 酸 体 の抽 出 と定 量 は、 プ ラ ン ト・ オ パ ー ル定 量 分 析 法 (藤 原 ,1976)を

も とに、 次 の手 順 で行 つ た。

1)試 料 の絶 乾 (105°C024時 間 )

2)試 料 約 lgを 秤 量、 ガ ラ ス ビー ズ添 加 (直 径 約 40μ me約 0。 02g)

※電 子 分析 天 秤 に よ り 1万 分 の lgの 精 度 で 秤 量

3)電 気 炉 灰 化 法 (550°C・ 6時 間 )に よ る脱 有 機 物 処 理

4)超 音 波 に よ る分 散 (300W042KHz 0 10分 間 )

5)沈 底 法 に よ る微 粒 子 (20μ m以 下 )除 去、 乾 燥

6)封 入 剤 (オ イ キ ッ ト)中 に分散、 プ レパ ラー ト作 成

7)検 鏡 ・ 計数

同定 は、 イ ネ科 植 物 の機 動細 胞 に 由来 す る植 物 珪 酸 体 を お もな対象 と し、 400倍

の偏 光 顕 微鏡 下 で 行 つ た。 計数 は、 ガ ラス ビー ズ個 数 が 400以 上 に な る まで 行 った。

これ は ほ ぼ プ レパ ラー ト 1枚 分 の精 査 に相 当 す る。 試 料 lgあ た りの ガ ラ ス ビー ズ

個 数 に、 計数 され た植 物 珪 酸 体 とガ ラ ス ビー ズ個 数 の 比 率 をか けて、 試 料 lg中 の

植 物 珪 酸 体 個数 を求 め た。

また、 お もな分 類 群 に つ いて は この値 に試 料 の仮 比重 と各植 物 の換 算 係 数 (機

動 細 胞 珪 酸 体 1個 あ た りの植 物 体 乾 重、 単 位 :10~5g)を か けて、 単 位 面 積 で 層 厚

l cmあ た りの植 物 体 生 産 量 を算 出 した。 ヨ シ属 (ヨ シ )の 換 算係 数 は 6.31、 スス
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キ属 型 (ス スキ )は 1。 24、 ネザサ節は 0。 48、 クマザサ属 は 0.75で あ る。

4e分 析結果

(1)分 類群

分 析試料 か ら検 出 され た植 物珪酸体 の分類群 は以下の とお りであ る。 これ らの

分類 群 について定 量 を行 い、 その結果 を表 1お よび図 1に 示 した。 主要 な分 類群

につ いて顕微鏡 写真 を示 す。

〔イ ネ科〕

機 動細胞 由来 :キ ビ族 型、 ヨシ属、 ススキ属 型 (ス スキ属 な ど )、 ウシクサ族、

Bタ イプ、 ネザサ節型 (お もに メダケ属 ネザサ節 )、 クマザサ属型 (お もに クマ

ザサ属 )、 メダケ節型 (メ ダケ属 メダケ節 ・ リュ ウキユ ウチク節、 ヤ ダケ属 )、

タケ亜科 (未 分類 等 )

そめ他 :表 皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来 )、 茎部起源、未

分 類 等

〔樹 木 〕

ブナ科 (シ イ属 )、 ク ス ノキ科、 ク ス ノキ科 (タ ブ ノキ ?)、 マ ンサ ク科 (イ

ス ノ キ属 )、 そ の他

(2)植 物 珪 酸 体 の検 出状 況

K― Ahの 上 層 (試 料 1)か らKr一 Kbの 下 層 (試 料 17)ま で の層 準 に つ い て 分 析 を行

った。 そ の結 果、 Kr― Kbよ り下 位 層 (試 料 13～ 17)で は、 イネ科 Bタ イ プ が 多 量 に

検 出 さ れ、 キ ビ族 型 や ウ シ クサ 族、 ク マ ザ サ 属 型、 棒 状 珪 酸 体 な ども検 出 さ れ た。

Kr― Kbの 上 層 (試 料 H、 12)で は、 各 分 類 群 とも大 幅 に減 少 して い る。 Sz― Sの 下 層

(試 料 10)で は ウ シ クサ 族、 ク マザサ属 型、 棒 状 珪 酸 体 が増 加 し、 Sz― S直 上 層

(試 料 9)で は ス ス キ属 型 や ネ ザサ節 型 が 出現 して い る。 Sz一 Y皿混 層 (試 料 5)か

らK― Ah直 下 層 (試 料 4)に か けて は、 ク マ ザ サ 属 型 の減 少 に伴 つて ネ ザ サ 節 型 が

大 幅 に増 加 し、 メ ダ ケ節 型 な ども増加 して い る。 K― Ah層 (試 料 3)で は植 物 珪 酸

体 は ほ とん ど検 出 され な か った。 K― Ahの 上 層 (試 料 2)で は、 ネザ サ 節 型 が 比 較

的 多 く検 出 され、 ス ス キ属 型、 ウシ クサ 族、 メ ダケ 節 型 な ども検 出 さ れ た。 また、

同層 で は ブナ科 (シ イ属 )、 ク ス ノキ科、 マ ンサ ク科 (イ ス ノキ属 )な どの 樹 木

(照 葉 樹 )が 出現 して い る。 試 料 1で は、 マ ンサ ク科 (イ ス ノキ属 )が 大 幅 に増

加 して い る。
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お も な 分 類 群 の 推 定 生 産 量 (図 の 右 側 )に よ る と、 Sz― Sの 下 層 か ら Sz一 Ymの 下 層

に か け て は ク マ ザ サ 属 型 が 優 勢 で あ る が、 SZ― Ym混 層 よ り上 位 で は ネ ザ サ 節 型 が 卓

越 して い る こ と が 分 か る。

5。 植 物 珪 酸 体 分 析 か ら推 定 さ れ る植 生 ・ 環 境

姶 良 入 戸 火 砕 流 堆 積 物 (A― Ito,約 2。 2-2。 5万 年 前 )の 上 層 か ら霧 島 小林 軽 石

(Kr― Kb,約 1。 4-1.6万 年 前 )の 下 層 に か け て は、 イ ネ科 Bタ イ プが 多 く生 育 す る

イ ネ科 植 生 で あ り、 キ ビ族 や ク マ ザ サ 属 な ども見 られ た もの と推 定 され る。 イ ネ

科 Bタ イ プは氷 期 の低 湿 地 堆 積 物 な どか ら一般 的 に検 出 され て い るが、 そ の 給 源

植 物 は 現 在 の と こ ろ不 明 で あ る。

桜 島 薩 摩 テ フ ラ (Sz― S,約 1。 1万 年 前 )直 下 層 の堆 積 当時 は、 少 量 な が らク マ ザ

サ 属 や ウ シ クサ 族、 イ ネ科 Bタ イ プな どが 生 育 す るイ ネ科 植 生 で あ っ た と推 定 さ

れ る。 タ ケ亜科 の うち、 メ ダ ケ属 ネザ サ 節 とク マザ サ 属 は 一般 に相 反 す る出 現 傾

向 を示 し、 前 者 は 温 暖 の、 後 者 は 寒 冷 の指 標 とな って い る (杉 山・ 早 田,1996)。

こ こで は、 クマ ザ サ属 が 卓 越 して い る こ とか ら、 当時 は 比 較 的 寒 冷 な気候 条 件 下

で推 移 した もの と推 定 さ れ る。 そ の後、 桜 島 薩摩 テ フ ラ直 上 層 の 時期 には、 ス ス

キ属 や チ ガ ヤ属、 ネザ サ 節 な ど も見 られ る よ うにな った も の と考 え られ る。 ク マ

ザ サ 属 は森林 の林 床 で も生 育 が 可 能 で あ るが、 これ らの 分 類 群 は 日当 りの 悪 い林

床 で は 生 育 が 困 難 で あ る。 この こ とか ら、 当時 の遺 跡 周 辺 は森 林 で覆 わ れ た よ う

な状 況 で は な く比 較 的開 か れ た環 境 で あ つた もの と推 定 さ れ る。

桜 島 嫁 坂 軽 石 (SZ―Ym)混 層 で は、 クマ ザ サ属 の減 少 に伴 つて ネザ サ 節 が 急 激 に

増 加 し、 メ ダ ケ節 な ども見 られ る よ うに な った もの と推 定 され る。 この植 生 変 化

は、 後 氷 期 初 頭 に お け る急 激 な 気候 温 暖 化 に対 応 して い る もの と考 え られ る。

そ の後、 鬼 界 ア カ ホヤ 火 山灰 (K― Ah,約 6,300年 前 )の 堆 積 に よ って、 当時 の 植

生 は 一 時 的 に破 壊 され た と考 え られ るが、 同 テ フラ直 上 層 で は 比較 的 早 い時 期 に

ネ ザ サ 節 を主体 と して ス ス キ属 な ども見 られ るイ ネ科 植 生 が再 生 した もの と推 定

され る。 また、 この時期 に は周 辺 で マ ンサ ク科 (イ ス ノキ属 )、 ブナ科 (シ イ属 )、

ク ス ノキ科 な どの照 葉樹 林 が成 立 した もの と推 定 され る。

花 粉 分 析 の結 果 に よ る と、 南 九 州 の 沿 岸 部 で は鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山灰 の堆 積 以 前

に は、 シイ林 を 中心 とす る照葉 樹 林 が成 立 して いた とされ て い るが (松 下,1992)、

本 遺 跡 で は照 葉 樹 林 の拡 大 が や や 遅 れ た もの と考 え られ る。 今 後、 周 辺 地 域 で 同

様 の検 討 を行 う こ とに よ り、 照 葉 樹 林 の 存 在 や分 布拡 大 の様 相 が 解 明 され る も の
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と期 待 され る。

6。 ま とめ

植 物 珪 酸 体 分 析 の結 果、 桜 島 薩 摩 テ フラ (Sz― S,約 1。 1万 年 前 )の 下 層 か ら上 層

に か け て は、 ク マザ サ 属 を 主体 と した イ ネ科 植 生 が 継 続 され て い たが、 桜 島 嫁 坂

軽 石 (SZ一 YⅢ )混 層 を境 に ネザ サ 節 を 主体 と した イ ネ科 植 生 に移 行 して い る こ とが

確 か め られ た。 この植 生 変 化 は、 後 氷 期 初 頭 に お け る気 候 温 暖 化 に対 応 して い る

もの と考 え られ る。 そ の後、 鬼 界 ア カ ホヤ 火 山灰 (K―Ah,約 6,300年 前 )直 上 層 の

時 期 に は、 周 辺 で イ ス ノ キ属、 シ イ属、 ク ス ノ キ 科 な どの照 葉 樹 林 が成 立 した も

の と推 定 され る。
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